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お
わ
り
に

江
戸
市
民
に
と
っ
て
の
名
所
は
、
自
然
と
の
交
流
と
神
仏
と
の
交
感
に
よ
っ
て
、「
延
気
」
を
約
束

し
て
く
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
江
戸
市
民
は
、
一
八
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
名
所
を
め
ぐ
る
広
範
な

行
楽
行
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
江
戸
の
近
郊
で
は
、
新
た
に
多
彩
な
名
所
が
成
立
し

て
い
っ
た
。
そ
の
多
く
は
、
日
本
橋
か
ら
ほ
ぼ
半
径
二
里
半
（
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
範
囲
に

お
さ
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
半
田
稲
荷
社
は
、
江
戸
か
ら
四
里
の
距
離
に

あ
る
葛
飾
郡
東
葛
西
領
金
町
村
に
所
在
し
て
お
り
、
日
帰
り
が
不
可
能
で
は
な
い
が
、
江
戸
市
民
に

い
わ
ば
小
旅
行
を
さ
せ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
の
利
益
を
半
田
稲
荷
社
が
約
束
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
当
時
の
医
学
で
は
対
症
療
法
し
か
な
く
、
し
か
も
罹
患
す
る
と
死
亡
率
の
高
い
疱
瘡
除
の
利
益

で
あ
る
。

こ
う
し
た
半
田
稲
荷
社
と
江
戸
市
民
と
の
関
係
を
、
信
仰
主
体
・
願
人
坊
主
・
江
戸
出
開
帳
な
ど

か
ら
み
て
い
っ
た
。
半
田
稲
荷
社
の
疱
瘡
除
の
利
益
を
江
戸
で
宣
伝
し
て
回
っ
た
の
が
願
人
で
あ

り
、
板
東
三
津
五
郎
が
歌
舞
伎
の
舞
台
で
踊
っ
て
み
せ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
そ
の
存
在
が
江
戸
市
民

に
周
知
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
市
民
か
ら
の
信
仰
を
集
め
、
多
く
の
参
詣
者
が
あ
っ
た
も

の
の
、
そ
れ
ほ
ど
の
潤
い
を
半
田
稲
荷
社
や
金
町
村
に
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に

同
じ
く
江
戸
市
民
か
ら
信
仰
を
集
め
た
王
子
稲
荷
社
や
王
子
村
と
の
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

江
戸
か
ら
の
距
離
が
、
王
子
稲
荷
社
は
二
里
半
、
半
田
稲
荷
社
は
四
里
と
、
そ
れ
ほ
ど
の
違
い
に

は
み
え
な
い
が
、
江
戸
市
民
に
と
っ
て
は
こ
の
一
里
半
の
違
い
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。ま
た
、

王
子
が
四
季
を
通
じ
た
行
楽
地
と
し
て
、
多
く
の
江
戸
市
民
を
集
め
た
の
に
対
し
て
、
半
田
稲
荷
社

が
疱
瘡
除
の
強
力
な
利
益
を
与
え
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
江
戸
市
民
を
常
時
魅
き
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
王
子
稲
荷
社
と
半
田
稲
荷
社
の
違
い
は
、
江
戸
市
民
の
名
所
を
め
ぐ
る
日

帰
り
行
楽
行
動
の
範
囲
が
、
日
本
橋
を
中
心
に
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を

再
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
江
戸
市
民
が
半
田
稲
荷
社
に
参
詣
し
た
の
は
、
疱
瘡

除
の
強
力
な
利
益
を
約
束
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
江
戸
、
日
帰
り
行
楽
圏
、
疱
瘡
、
願
人
、
半
田
稲
荷
社
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は
じ
め
に

　
江
戸
が
巨
大
過
密
都
市
と
な
り
、
身
近
な
自
然
を
喪
失
し
て
い
く
な
か
で
、
日
常

的
に
は
自
然
と
の
交
流
が
困
難
と
な
っ
て
い
っ
た
た
め
、
江
戸
市
民
は
近
郊
の
景
勝

地
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
代
償
と
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
江
戸
市
民
は
、

生
活
の
順
調
な
展
開
を
阻
害
す
る
病
気
・
火
災
・
盗
難
な
ど
の
厄
を
除
き
、
商
売
繁

盛
・
立
身
出
世
を
祈
願
す
る
た
め
、
利
益
を
与
え
て
く
れ
る
寺
社
に
参
詣
し
、
神
仏

と
交
感
し
た
の
で
あ
る
。
江
戸
市
民
に
と
っ
て
の
名
所
は
、
自
然
と
の
交
流
と
神
仏

と
の
交
感
に
よ
っ
て
、「
延
気
」
を
約
束
し
て
く
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。「
延
気
」
と

い
う
の
は
当
時
用
い
ら
れ
た
語
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
の
「
気
晴
ら
し
」
の
こ
と

を
さ
し
て
い
る
（
（
（

。

　
江
戸
市
民
は
、
す
で
に
一
七
世
紀
中
期
に
は
市
中
や
近
郊
の
名
所
を
訪
れ
て
い
た

が
、一
八
世
紀
以
降
に
な
る
と
、広
範
な
行
楽
行
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
江
戸
の
近
郊
で
は
、新
た
に
多
彩
な
名
所
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
そ
の
多
く
は
、

日
本
橋
か
ら
ほ
ぼ
半
径
二
里
半
（
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
範
囲
に
お
さ
ま
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
日
帰
り
で
も
充
分
に
名
所
で
の
行
楽
を
満
喫
で
き
る
地
理

的
条
件
に
あ
る
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
（
（

。

　
と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
半
田
稲
荷
社
は
、
江
戸
か
ら
四
里
の
距
離
に
あ

る
葛
飾
郡
東
葛
西
領
金
町
村
（
東
京
都
葛
飾
区
金
町
）
に
所
在
し
て
い
た
（
（
（

。
宿
泊
を

必
要
と
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
日
帰
り
を
す
る
に
は
、
江
戸
か
ら
で
は
、
夜
明
け

前
に
出
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
帰
宅
も
日
没
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
半

田
稲
荷
社
で
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
半
田
稲
荷
社
へ
参
詣
す
る
た
め
に
、
江
戸
市
民
が
、
い
わ
ば
小
旅
行
を
し
た
の
は
、

そ
れ
だ
け
の
利
益
を
半
田
稲
荷
社
が
約
束
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当

時
の
医
学
で
は
対
症
療
法
し
か
な
く
、
し
か
も
罹
患
す
る
と
特
に
乳
幼
児
・
小
児
は

五
割
近
い
と
の
報
告
も
あ
る
く
ら
い
死
亡
率
の
高
か
っ
た
疱
瘡
除
に
利
益
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
（
（
（

。
江
戸
で
疱
瘡
が
流
行
す
る
と
、
疱
瘡
に
罹
っ
た
子
供
の
い
る
親
た
ち

は
、
子
供
の
快
癒
を
願
い
、
ま
だ
罹
っ
て
い
な
い
子
供
の
親
た
ち
も
、
子
供
が
疱
瘡

に
罹
ら
な
い
よ
う
に
祈
願
し
た
の
で
あ
る
。
疱
瘡
は
痘
瘡
と
も
い
わ
れ
、
天
然
痘
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
疱
瘡
と
同
様
に
発
疹
・
膿
疱
・
結
痂
と
い
う
症
状
が
あ
ら
わ

れ
る
た
め
、
麻
疹
・
梅
毒
患
者
も
、
疱
瘡
神
を
祀
る
神
社
に
参
詣
し
た
と
い
う
（
（
（

。
寛

延
三
年
（
一
七
五
〇
）
版
行
の
橋
本
静
話
「
疱
瘡
厭ま
じ
な
い勝

秘
伝
集
」
で
は
、
江
戸
の

疱
瘡
守
護
寺
社
と
し
て
一
五
を
あ
げ
て
お
り
（
（
（

、
ま
た
、
関
根
邦
之
助
氏
は
、
江
戸
お

よ
び
そ
の
周
辺
の
疱
瘡
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
神
社
を
二
五
あ
げ
て
い
る
（
（
（

。
こ
れ
ら

の
中
に
は
、
半
田
稲
荷
社
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
江
戸
と
そ
の
周
辺
に
は
、

右
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
の
疱
瘡
神
を
祀
る
寺
社
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

　
江
戸
で
疱
瘡
神
が
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
神
仏
が
施
し
て
く
れ
る
利
益

を
、
疱
瘡
除
に
変
更
す
る
寺
社
も
あ
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
妙

音
院
の
場
合
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
版
行
の
「
江
戸
名
所
記
」
に
、「
子

と
も
の
嗽
入
て
わ
づ
ら
ふ
時
ハ
、
竹
の
筒
に
酒
を
い
れ
て
木
の
え
だ
に
か
け
、
う
ば

が
淵
に
い
の
れ
ば
、
咳
嗽
の
病
た
ち
ま
ち
に
い
ゆ
る
と
也
」
と
あ
る
が
、
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）
に
版
行
の
「
江
戸
雀
」
に
は
、「
ゑ
き
れ
い
お
こ
り
、
い
も
ハ
し
か
の

は
や
る
と
き
ハ
、
あ
ま
酒
を
作
り
て
竹
の
筒
に
入
、
木
の
枝
に
か
け
て
是
を
祈
れ
は

た
ち
ま
ち
平
癒
す
る
と
か
や
」
と
あ
り
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
版
行
の
「
古
郷

帰
の
江
戸
咄
」
も
同
様
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
祈
願
行
為
は
同
じ
で
あ
る
が
、
利

益
を
施
す
病
気
が
「
咳
嗽
の
病
」
か
ら
「
い
も
は
し
か
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
よ

り
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
る
た
め
に
、
利
益
を
施
す
病
気
を
、
よ
り
神
仏
に
頼
ら
ざ

る
を
え
な
い
病
気
に
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
（
（

。
そ
れ
だ
け
、
江
戸

市
民
か
ら
は
、
強
力
な
疱
瘡
除
の
利
益
を
与
え
て
く
れ
る
神
仏
が
求
め
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
半
田
稲
荷
社
と
同
様
に
、
江
戸
か
ら
四
里
の
距
離
に
位
置
し
、
葛
飾

郡
東
葛
西
領
柴
又
村
（
（
（

に
所
在
し
た
題
経
寺
（
柴
又
帝
釈
天
）
の
場
合
は
、
距
離
の
遠
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さ
を
次
の
よ
う
な
習
俗
を
生
み
出
す
こ
と
で
補
っ
て
い
る
。
題
経
寺
で
は
、
安
永
八

年
（
一
七
七
九
）
の
本
堂
改
築
に
際
し
て
、
梁
の
上
か
ら
宗
祖
日
蓮
の
自
刻
と
伝
え

ら
れ
る
帝
釈
天
像
の
板
木
（
板
本
尊
）
が
発
見
さ
れ
本
堂
に
安
置
し
た
。
発
見
の
日

が
庚
申
で
あ
っ
た
の
で
庚
申
の
日
を
縁
日
と
し
た
。
板
本
尊
が
発
見
さ
れ
た
直
後
、

天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
八
九
）
は
浅
間
山
の
噴
火
や
冷
害
な
ど
と
い
っ
た
災
害
が

続
き
、
飢
饉
と
疫
病
が
流
行
し
た
。
題
経
寺
第
九
世
日
敬
は
、
苦
し
む
人
々
を
救
う

た
め
板
本
尊
を
背
負
っ
て
、
江
戸
に
出
て
人
び
と
に
拝
ま
せ
て
利
益
を
授
け
た
と
い

う
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
帝
釈
天
へ
の
信
仰
は
江
戸
市
中
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
帝
釈
天
の
縁
日
が
庚
申
の
日
で
あ
っ
た
た
め
、
庚
申
待
の
信
仰
と
結
び
つ

き
宵
庚
申
の
参
詣
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
っ
た
。
庚
申
の
日
に
は
近
郷
や
江
戸
市
中
か

ら
暗
い
田
圃
道
を
提
灯
を
連
ね
て
帝
釈
天
へ
参
詣
し
、
帝
釈
天
の
本
堂
で
夜
を
明
か

し
、
一
番
開
帳
を
受
け
、
庭
先
に
あ
ふ
れ
出
る
御
神
水
を
い
た
だ
い
て
帰
路
に
つ
い

た
と
い
う
（
（1
（

。

　
こ
の
よ
う
に
江
戸
か
ら
や
や
離
れ
た
地
に
あ
る
名
所
へ
、
江
戸
市
民
を
魅
き
つ
け

る
に
は
、
よ
り
強
力
な
利
益
を
与
え
る
か
、
特
別
な
習
俗
を
生
み
だ
す
必
要
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
は
、
江
戸
を
訪
れ
た
地
方
人
が
、
半
田
稲
荷
社
を
江
戸

名
所
見
物
の
対
象
に
含
め
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
な
点
が
多

か
っ
た
江
戸
市
民
と
半
田
稲
荷
社
と
の
関
係
を
、
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
に
か
け
て
葛
飾
区
旧
家
所
蔵

歴
史
民
俗
資
料
調
査
団
（
団
長
山
本
光
正
）
の
行
っ
た
調
査
成
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
ま
た
、
そ
の
一
部
が
『
葛
飾
区
文
化
財
専
門
調
査
報
告
書
　
半
田
稲
荷
神

社
の
歴
史
と
文
化
財
』〔
葛
飾
区
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
七
年
三
月
〕
と
し
て
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

❶
半
田
稲
荷
社
の
沿
革
と
信
仰
主
体

　
半
田
稲
荷
社
の
草
創
時
期
や
社
号
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
あ
る
。
安
永

九
年
（
一
七
八
〇
）
以
降
に
成
稿
し
た
大
橋
方
長
「
武
蔵
演
路
」
に
は
、

○
半
田
稲
荷
祠
　
別
当
三
宝
院
、
新
宿
よ
り
一
り
は
か
り
、
江
戸
よ
り
金
町
新 

田
村
三
り
半
、
寺
社
ハ
二
合
半
領
の
内
半
田
村
ニ
あ
り
、
是
よ
り
此
地
ニ
遷

す
処
也
、
故
ニ
半
田
の
号
あ
り
、
本
尊
ハ
元
明
和
銅
中
出
現
、
甲
冑
を
帯
す

る
像
也
と
云

と
あ
り
（
（（
（

、二
郷
半
領
半
田
村（
埼
玉
県
三
郷
市
）か
ら
金
町
新
田
村
へ
遷
し
た
の
で「
半

田
」
の
号
が
あ
り
、
本
尊
は
元
明
天
皇
の
和
銅
年
間
（
七
〇
八
～
七
一
五
）
に
出
現

し
た
と
し
て
い
る
。

　
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
成
稿
し
た
「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」
に
は
、

半
田
稲
荷
社
　
本
社
・
拝
殿
・
幣
殿
等
頗
荘
厳
ヲ
ナ
セ
リ
、
縁
起
ノ
略
ニ
、
和

銅
四
年
此
地
ニ
鎮
座
ア
リ
、
田
畑
ノ
間
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
、
半
田
ノ
号
起
レ
ル
ヨ

シ
ヲ
記
セ
リ
、
又
当
社
ハ
、
二
郷
半
領
半
田
村
ニ
ア
リ
シ
ヲ
、
享
保
年
中
持

来
リ
テ
祀
リ
シ
ヨ
リ
、
此
号
ア
リ
ト
、
彼
村
及
ヒ
近
村
ノ
伝
ヘ
ニ
ノ
コ
レ
リ
、

其
頃
ヨ
リ
殊
ニ
繁
栄
シ
、
今
モ
信
ス
ル
者
多
シ
、
神
体
図
ノ
如
ク
（
図
略
）、

又
傍
ニ
本
地
仏
十
一
面
観
音
ヲ
安
セ
リ

神
楽
殿

末
社
　
稲
荷
十
五
神
合
社
　
祭
ル
所
ハ
池
端
・
国
分
・
山
城
・
富
士
・
七
福
・

満
足
・
源
九
郎
・
信
田
・
藤
九
郎
・
大
吉
・
万
寿
・
子
安
・
明
星
・
要
人
・
谷
古

田
等
ノ
号
ア
ル
稲
荷
ヲ
祀
リ
、
各
白
幣
ヲ
置
キ
、
此
余
狐
穴
ノ
上
ニ
モ
小
社

ヲ
建
リ

別
当
三
宝
院
　
天
台
宗
、
隅
田
村
木
母
寺
末
、
日
照
山
三
光
寺
ト
号
ス
、
開   

山
金
乗
、
元
和
元
年
ノ
示
寂
ト
云
、
本
尊
大
日
ヲ
安
セ
リ

と
あ
り
（
（1
（

、
①
草
創
・
社
号
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
二
説
を
あ
げ
、
一
説
は
和
銅
四
年
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（
七
一
一
）
に
こ
の
地
へ
鎮
座
し
、
田
畑
の
間
で
あ
る
の
で
「
半
田
」
と
号
し
、
も

う
一
説
は
葛
飾
郡
二
郷
半
領
半
田
村
に
所
在
し
た
も
の
を
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六

～
三
六
）
に
遷
し
祀
っ
た
の
で
、「
半
田
」
の
号
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
②

享
保
年
間
以
降
、
特
に
繁
栄
し
て
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
三
〇
）
で
も
信
仰
す

る
者
が
多
い
。
③
別
当
寺
は
天
台
宗
で
隅
田
村
木
母
寺
末
の
日
照
山
三
光
寺
三
宝
院

で
あ
る
、
と
い
っ
た
点
を
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　
同
じ
く
「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」
の
葛
飾
郡
二
郷
半
領
半
田
村
の
記
事
の
中
に
、

半
田
村
ハ
、
正
保
ノ
国
図
ニ
半
左
衛
門
新
田
ト
記
シ
、
其
頃
ノ
郷
帳
ニ
半
左
衛

門
新
田
ト
見
ユ
、
元
禄
ノ
改
ニ
半
田
村
ト
載
セ
、
古
ハ
半
左
衛
門
新
田
ト
記
セ

リ
、
半
左
衛
門
ハ
開
発
ノ
人
ナ
ル
ベ
シ
、
サ
レ
ド
伝
ヘ
ハ
ナ
シ

　（
中
略
）

稲
荷
社
　
村
ノ
鎮
守
ナ
リ
、
万
勝
寺
持

   

末
社
　
弁
天
　
天
神

　
庵
　
不
動
ヲ
安
ス
、
社
守
ノ
僧
居
レ
リ

稲
荷
社
　
村
民
持
、
下
同
シ

と
あ
り
（
（1
（

、
半
田
の
い
わ
れ
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
金
町
村
の
半
田
稲
荷
社
と
の
関

係
を
示
す
よ
う
な
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。

　
こ
う
し
た
「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」
の
記
事
に
つ
い
て
、『
大
日
本
名
所
図
会
』

第
八
一
編
東
京
近
郊
名
所
図
会
第
六
巻
〔
一
九
一
〇
年
一
〇
月
刊
〕
で
は
、
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る
。

按
る
に
後
説
の
享
保
と
す
る
伝
説
当
れ
る
に
似
た
り
。
半
田
の
称
は
、
正
保
年

間
に
半
左
衛
門
新
田
と
唱
へ
し
を
元
禄
に
至
り
、
略
し
て
半
田
村
と
改
め
し
も

の
に
て
、
田
畑
の
間
の
義
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
。
故
に
和
銅
の
創
立
な
ど

い
ふ
は
、
後
に
作
り
設
け
た
る
に
て
、
恐
ら
く
は
元
禄
以
後
の
も
の
な
る
べ
し
。

　
社
号
の
「
半
田
」
は
、
二
郷
半
領
で
半
左
衛
門
新
田
と
唱
え
た
の
を
元
禄
年
間

（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
略
し
て
半
田
村
と
し
た
こ
と
、
和
銅
年
間
の
鎮
座
説

を
否
定
し
、
元
禄
年
間
以
降
の
草
創
と
し
て
い
る
。

　
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
成
立
と
考
え
ら
れ
る
「
半
田
宮
利
生
略
記
」
に
は
、

抑そ
も
〳
〵

稲
荷
大
明
神
と
□
奉
る
ハ
、
人
王
四
十
三
代
元け
ん
め
い
て
い

明
帝
乃
御き
よ
う宇

、
和わ
ど
う銅

四

辛
亥
年
始
て
日
本
に
現げ
ん

じ
給
ふ
霊れ
い
し
ん神

と
か
や
、
爰こ
ゝ

に
新
武む
さ
し蔵

の
国
葛
か
つ
し
か
か
ふ
り

飾
郡
東

葛か
さ
い西

領
金
町
の
庄
に
鎮ち
ん
ざ座

ま
し
〳
〵
給

と
あ
り
（
（1
（

、和
銅
四
年
に
金
町
村
へ
鎮
座
し
た
と
し
て
い
る
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

の
「
半
田
稲
荷
本
社
拝
殿
再
建
志
願
記
」
に
は
、

当
社
正
一
位
半
田
稲
荷
大
明
神
と
崇
あ
が
め
た
て
ま
つ
り

奉
し
ハ
、
人に
ん
わ
う皇

四
十
三
代
元げ
ん
ミ
や
う明

帝て
い

の
御ぎ
よ
う宇

和わ
ど
う銅

四
年
初
は
じ
めて

日
本
え
現げ
ん

じ
給
ふ
霊れ
い
し
ん神

に
し
て
、
往む
か
し昔

よ
り
此こ
の
ち地

に

在い
ま
して

数す
う
ど度

乃
洪こ
う
ず
い水

に
、
諸し
よ
ミ
み民

一
人
も
溺お
ぼ
るる

事こ
と

な
く
、
又
飢う

ゑ渇
に
及お
よ
ぶ事

な
し
、

其そ
の
ふ
か
し
ぎ

不
可
思
儀
の
威ゐ
と
く徳

に
挙こ
ぞ

り
、
当と
う
ゐ
ん院

開か
い
そ礎

の
畔く
ろ

に
在あ
り

し
を
以も
つ

て
、
時と
き

乃
国こ
く
し司

よ

り
半
田
乃
号が
う
を
賜た
ま
ハ
る

と
あ
り
（
（1
（

、
同
じ
く
和
銅
四
年
に
金
町
村
へ
草
創
さ
れ
、「
当
院
開
礎
」
が
畔
に
あ
っ

た
の
で
、
時
の
国
司
が
「
半
田
」
の
号
を
賜
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
の
「
社
号
改
称
願
」
に
は
、

本
社
ハ
其
創
始
ヲ
相
尋
候
ニ
、
半
田
氏
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
一
家
之
守
護
社
ニ
有
之
、

而
シ
テ
本
社
ノ
半
田
ト
称
ス
ル
原
由
ハ
、当
村
内
ニ
□
本
社
　
　
　
　
々
続
ニ
、

字
五
反
田
ト
申
ス
耕
地
有
之
、
五
反
ト
ハ
即
チ
壱
町
ノ
五
分
ニ
シ
テ
、
一
町
ヲ

一
個
ト
致
候
ト
キ
ハ
、
即
其
半
数
ニ
当
レ
バ
、
五
反
　
　
　
　
ヲ
約
メ
、
又
之

ヲ
半
田
ト
モ
申
候
由
、
而
シ
テ
□
社
地
ハ
古
来
右
五
反
田
ニ
属
セ
シ
ヲ
以
本
社

ヲ
称
□
、
半
田
社
ト
申
□
、
該
家
ハ
以
テ
其
姓
ト
仕
リ
、
遠
ク
其
祖
先
ヨ
リ
尊

信
致
シ
来
リ
候
処
、
年
月
ノ
久
シ
キ
、
追
々
信
徒
モ
増
加
シ
、
漸
ヤ
ク
厳
然
タ

ル
神
社
ト
相
成
候
ニ
付
、
啻
ニ
一
家
ノ
守
護
社
ト
致
置
候
ヨ
リ
ハ
　
　
　
　
世

上
ニ
利
益
ヲ
拡
大
メ
ン
ト
欲
シ
、
且
ツ
神
社
ヲ
邸
内
ニ
跼
蹐
シ
、
神
威
ヲ
褻
サ

ン
事
ヲ
恐
レ
、
従
今
二
百
五
十
有
余
年
前
、
当
時
該
家
之
主
人
丹
波
ナ
ル
モ
ノ
、

遂
ニ
祭
典
一
切
之
神
　
　
　
　
皆
旧
三
宝
院
ニ
托
セ
シ
ナ
リ
ト
、
従
是
以
来
信

徒
益
多
ク
、
弥
盛
昌
ニ
相
成
候
ヨ
リ
、
半
田
家
　
　
　
　
之
徳
跡
ヲ
忘
レ
ザ
ラ

ン
ガ
為
、
尚
引
続
キ
半
田
社
ト
称
来
候
事
ニ
有
之
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と
あ
り
（
（1
（

、
半
田
稲
荷
社
は
、
半
田
氏
一
族
の
守
護
社
で
、
半
田
の
号
は
、
社
地
が
五

反
田
に
あ
り
、
五
反
は
一
町
の
半
分
な
の
で
半
田
と
称
し
、
世
上
に
利
益
を
拡
め
る

た
め
に
、
半
田
丹
波
の
代
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）
に
祭
典
一
切
を
三
宝

院
へ
托
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
晩
嶠
陳
人
編
「
四
神
社
閣
記
」
に
は
、

半
田
稲
荷
と
称
す
る
事
ハ
、
院
主
淳
教
代
に
半
田
丹
阿
弥
か
弟
要
人
と
い
へ
る

か
、
病
に
よ
り
淳
教
に
祈
祷
を
乞
ひ
、
三
宝
院
支
配
の
有
来
の
い
な
り
の
社
破

壊
に
及
ひ
た
る
を
、
新
に
出
来
合
の
社
を
と
ゝ
の
へ
、
此
上
の
祈
祷
の
た
め
と

て
寄
付
し
た
る
よ
り
お
こ
り
た
る
と
也
、
半
田
氏
の
屋
敷
の
鎮
守
に
て
有
し
と

い
ふ
ハ
あ
や
ま
り
也
と
そ

と
あ
り
（
（1
（

、
半
田
氏
の
守
護
社
と
い
う
説
を
否
定
し
、
三
宝
院
淳
教
の
代
に
、
半
田
丹

阿
弥
の
弟
要
人
が
開
創
し
た
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
半
田
稲
荷
社
は
、
和
銅
年
間
に
金
町
村
へ
鎮
座
し
た
の
か
、
寛
永

年
間
に
半
田
氏
の
守
護
社
と
し
て
開
創
さ
れ
た
の
か
、
享
保
年
間
に
二
郷
半
領
半
田

村
か
ら
遷
し
祀
ら
れ
た
稲
荷
社
な
の
か
、
三
宝
院
淳
教
の
代
に
半
田
丹
阿
弥
の
弟
要

人
が
開
創
し
た
も
の
な
の
か
、
諸
説
が
あ
り
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
半
田
の
社
号

に
つ
い
て
も
諸
説
が
存
在
し
て
い
る
。
い
ず
れ
か
に
特
定
で
き
る
よ
う
な
史
料
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
江
戸
で
の
信

仰
が
拡
ま
る
の
は
享
保
年
間
で
あ
る
の
で
、
享
保
年
間
に
二
郷
半
領
半
田
村
か
ら
遷

し
祀
ら
れ
た
と
い
う
説
と
の
、
年
代
的
符
合
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

　
次
に
、半
田
稲
荷
社
の
利
益
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

成
立
と
考
え
ら
れ
る
「
半
田
宮
利
生
略
記
」
に
は
、

半
田
稲
荷
大
明
神
乃
威い
と
く徳
を
尋
た
つ
ぬ
るに
、
運う
ん
じ
ゆ授
の
利り
し
や
う生
最さ
い
じ
や
う
上
と
し
て
掌
殊
に
武ふ
う
ん運

の
守し
ゆ
ご護
余
神
に
勝こ
へ

給
ふ
、
故
か
ゝ
る
ゆ
へ
に
其
御ミ
せ
う
た
い

正
体
甲か
つ
ち
う冑
を
帯た
い

し
、
軍く
ん
じ
ん
よ
ふ
ご

陣
擁
護
乃

装よ
そ
お
ひを

変へ
ん
げ
ん現

し
給
ふ
御ミ
す
か
た想

に
し
て
、
厳き
ひ
しく

怨お
ん

心
を
退た
い
じ治

、
強つ
よ

く
逆き
や
く心

を
罰は
つ

し
、

君く
ん
し
ん臣
和わ
か
う合
・
父
子
兄
弟
睦
む
つ
ま
しく
、
夫ふ
さ
い妻
契け
い
あ
い愛
乃
操さ
う
せ
い誠
を
結む
す
ひ
、
妊
身
を
願
ふ
者

ハ
纈け
つ
帯
乃
利り
や
く益
を
授さ
づ
け
安
産
な
ら
し
め
、
幼よ
う
ど
う童
乃
輩と
も
か
らハ
疱ほ
う
そ
う瘡
の
除ぢ
よ
さ
い災
難
苦
を

救す
く
ひ給
ふ
、
加
し
か
の
ミ
な
ら
す
之
御
神
霊
御
告つ
げ
に
、
若
薄は
く
う
ん運
乃
者
我
を
信
す
る
人
ハ
、
命め
い
う
ん運

延え
ん
じ
ゅ寿

に
し
て
、
高
こ
う
く
わ
ん官

昇し
や
う
い位

職し
よ
く
ろ
く□

等
の
家
福
を
ま
し
、
富ふ
う
き貴

豊
饒
乃
幸さ
い
わ
ひを

普あ
ま
ね
く
ほ
ど
こ

施
し
、
立
身
を
願
ふ
者
ハ
、
士し
の
う
か
う
せ
う

農
工
商
の
撰え
ら
ミな

く
運
授
御
守
常
に
不は
な
れ
す離

し
て
六
月
を
信
す
へ
し
、
至し
し
や
う誠

信
す
れ
は
六
月
に
福
運
吉
事
乃
奇き
と
く□

身
に
至い
た
り、

宿し
く
せ
い
ぐ
ほ
う

誓
求
望
六
月
に
必
其
験し
る
しを

あ
ら
ハ
し

と
あ
り
（
（1
（

、
武
運
守
護
、
君
臣
和
合
・
父
子
兄
弟
和
睦
、
夫
婦
契
愛
、
懐
妊
安
産
、
疱

瘡
除
災
、
命
運
延
寿
、
高
官
昇
位
職
禄
等
の
家
福
増
進
、
富
貴
豊
饒
の
幸
の
施
与
な

ど
を
運
授
す
る
と
し
て
い
る
。
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
の
「
勧
募
趣
意
書
」
に

は

当
山
正
一
位
半
田
稲
荷
大
明
神
は
、自
余
之
稲
荷
社
と
は
容
貌
替
ら
せ
給
ふ
て
、

甲
冑
を
装
ひ
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
穏
・
五
穀
豊
熟
・
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・

疱
瘡
麻
疹
病
難
災
難
を
救
ひ
、
富
貴
万
福
之
運
を
授
給
ふ

と
あ
り
（
（1
（

、弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
「
半
田
稲
荷
本
社
拝
殿
再
建
志
願
記
」
に
も
、

抑そ
も
〳
〵

神し
ん
り
よ慮

に
天て
ん
か
た
い
へ
い

下
泰
平
・
国こ
く
ど
あ
ん
お
ん

土
安
穏
・
武ぶ
う
ん
ち
や
う
き
う

運
長
久
・
開か
い
う
ん
し
ゆ
つ
せ

運
出
世
・
五ご
こ
く
ほ
ふ
に
よ
う

穀
豊
饒
・

陰い
ん
や
う
わ
が
ふ

陽
和
合
・
寿じ
ゆ
ふ
く
で
ん
ろ
く

福
田
禄
を
司
つ
か
さ
どる
神か
ミ
な
る
が
故ゆ
ゑ
に
、
貧ま
づ
しき
者も
の
に
は
福ふ
く
ろ
く禄
を
施ほ
ど
こし
、

薄ふ
し
あ
ハ
セ命の
者も
の
に
ハ
厚う

ん運
を
授さ
づ
け、
就な
か
ん
つ
く
わ
か
じ
に

中
夭
を
寿
い
の
ち
な
か
くな
ら
し
む
る
事
、
近
き
ん
せ
い
ま
の
あ
た
り

世
眼
前

詳
つ
ま
ひ
ら
か

な
り
、
殊こ
と

に
痘は
う
そ
う瘡

・
麻は
し
か疹

の
苦く

を
守し
ゆ
ご護

し
給
ふ
こ
と
、
世
人
普あ
ま
ねく

知し

る
所と
こ
ろ

な
り

と
あ
り
（
11
（

、「
半
田
社
略
縁
起
」
に
は

当
社
に
お
い
て
、
昔む
か
しよ
り
化け
や
く益
せ
し
む
る
運
授
御
守
之
利
生
事
、
世
上
に
広
皆

信
す
る
人
乃
申
伝
に
異こ
と
な
ら
ず
、
依
て
託た
く
せ
ん宣
し
給
ふ
記
則
に
曰
く
、
上
ハ
一
天

万
上
の
宝ほ
う
そ祚
・
皇か
ふ
お
ふ王
□
太
子
・
大だ
い
し
ん臣
・
宰さ
い
そ
う相
三
公
百
官く
わ
ん、
下
万は
ん
ミ
ん民
に
い
た
る
□

□
貴き
せ
ん賤
男
女
の
隔へ
た
てな
く
延
え
ん
し
や
う
生
あ
る
年
月
日
時
同
か
ら
□
□
る
所
の
星せ
い
し
く宿
・
吉
凶

等ひ
と
しか
ら
す
、
人じ
ん
せ
い
ち
や
う
せ
い

性
長
生
の
諸
運
又
等ひ
と
しか
ら
す
、
故
か
ゝ
る
ゆ
へに
尊
神
擁よ
う
ご護
を
垂た
れ
給
ふ
神

授
の
秘ひ
ほ
う法

を
以
て
、
男
女
を
分
、
十じ
つ
か
ん干

十
二
支
の
歳
を
着
別
し
、
布
ふ
れ
い
せ
い
し
ゆ
ん
か
う

麗
星
準
向

の
大
吉
晨し
ん
を
撰え
ら
ミ、
出
生
乃
年
月
日
時
剋
星
凶
宿
の
難な
ん
く
わ
せ
う
り

禍
障
碑
を
辟
□
強け
う
う
ん運

穫き
や
く
ふ
く福
頓こ
ん
し
や
う成
速そ
く
し
つ疾
を
祈い
の
り、
深し
ん
ひ秘
妙
ミ
や
う

術
乃
三
密
を
修し
ゆ
す
、
此
利
益
を
以
て
二
六

時
中
を
司
つ
か
さ
とる
将
神
有
、
こ
の
十
二
将
神
常つ
ね
に
離は
な
れ
す
し
て
、
供
に
昼
夜
を
護
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持
し
給
ふ
と
の
御ミ
つ
げ告

成
り
、
依
て
六
時
六
日
六
月
六
年
を
限か
き

り
祈
誓
し
て
、

悉し
つ
じ
え
ん
ま
ん

地
円
満
神し
ん
じ
ゆ授

大
運う
ん
さ
い祭

の
法ほ
う
く供

を
加
持
せ
し
む
る
故
に
、
是
を
世
に
唱
へ
て

六
月
成
じ
や
う
じ
ゆ

就
乃
守
と
を
申
伝
へ
り

    （
中
略
）

別
て
乗
じ
や
う
せ
ん

船
の
水
難
を
救く
さ
い済

し
、
渡と
か
い
あ
ん
お
ん

海
安
隠
に
し
て
、
海
か
い
り
や
う
ふ
き
や
う

猟
豊
饒
な
ら
し
め
、
分

て
利
生
あ
ら
た
成
事
ハ
、
疫え
き
れ
い
や
く
し
つ

癘
厄
疾
の
除
ち
よ
び
や
う

病
を
祈い
の
れれ

は
、
立
所
に
免ま
ぬ
かる

事
、
諸

人
の
知
所
成
り
、
況い
わ
んや

火
難
を
防ふ
せ
き、

謂い
わ
ゆ
る所

一
切
の
危き
お
ふ
ひ
が
ふ

殃
非
業
□
災さ
い

釼け
ん
な
ん難

等
乃

障し
や
う
く
わ

禍
を
摧さ
い
ぢ
よ除

し
、
国
土
安
穏
・
五こ
く
し
や
う
し
ゆ

穀
成
就
・
関
東
守し
ゆ
ご護

の
た
め
、
千
有
余
歳
を

歴へ

て
吾あ
づ
ま嬬

の
東
、
総そ
う
ぶ武

□
際さ
か
い、

薗お
ん
で
ん田

を
隔へ
た
てて

、
其
中な
か
ば半

に
お
い
て
、
将
し
や
う
ぐ
ん

軍
神
農

貌か
た
ちを

垂た
れ

て
、
盗と
う
い
せ
ん
て
き

夷
戦
敵
を
亡ほ
ろ
ぼし

、
諸
悪
を
遠お
ん
り離

し
、
勝
利
円
満
の
威い

力
傾か
た
む
かず

し
て
、
自
在
の
利
生
を
暉
か
ゝ
や
かし
給
ふ
、
こ
の
故ゆ
へ
に
号が
う
し
て
、
半
田
稲
荷
大
明
神

と
唱と
な

へ
奉
る
、
依
て
武
道
乃
流な
が
れを

汲く
ミ

、
武
門
の
盛
栄
を
祈
、
武
功
の
誉ほ
ま
れを

遂と
け

ん

と
願
ふ
人
ハ
、
慎
つ
ゝ
し
みて

崇
敬き
や
う

渇か
つ
が
う仰

あ
る
へ
き
御
神
影え
い

、
然
る
ゆ
へ
、
運
を
当

社
に
祈い
の
り、

他
事
な
く
宝
前
へ
歩あ
ゆ
ミを

運は
こ

ひ
、
深
く
信
す
る
人
、
近き
ん
せ
い世

冥ミ
や
う
お
う

応
の
神

助
を
得
て
、
面
ま
の
あ
たり

其
恵め
ぐ
ミを

蒙か
う
むる

人
、
算
に
い
と
ま
あ
ら
す

と
あ
る
（
1（
（

。
こ
う
し
た
半
田
稲
荷
社
の
縁
起
類
、
つ
ま
り
、
半
田
稲
荷
社
の
主
張
す
る

と
こ
ろ
は
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
穏
・
武
運
長
久
・
開
運
出
世
・
五
穀
豊
穣
・
陰
陽
和

合
・
寿
福
田
禄
・
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
、
病
難
災
難
を
救
い
、
富
貴
万
福
の
運
を

授
与
す
る
と
い
う
よ
う
に
、人
が
望
む
あ
ら
ゆ
る
利
益
を
約
束
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
利
益
が
、
半
田
稲
荷
社
が
本
来
的
に
約
束
し
た
利
益
で
あ
る
の
か
、
江
戸

市
中
に
信
仰
が
拡
ま
る
に
つ
れ
て
、
約
束
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
か
は
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の
中
で
も
、
人
情
本
作
者
の
松
亭
金
水
編
で
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
に
版
行
さ
れ
た
「
江
都
近
郊
名
勝
一
覧
」
に
、「
痘
瘡
を
守
り
玉
ふ
神

也
と
い
ひ
て
小
児
あ
る
家
に
ハ
別
て
信
仰
す
」
と
あ
る
よ
う
に
（
11
（

、
特
に
小
児
の
疱
瘡

除
の
神
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
な
お
、
六
月
は
諸
願
の
成

就
す
る
重
要
な
月
と
さ
れ
て
い
る
が
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
版
行
さ
れ
た
斎

藤
月
岑
「
東
都
歳
事
記
」
に
は
、
初
午
の
項
に
は
半
田
稲
荷
社
の
名
が
み
ら
れ
る
も

図1　半田稲荷社　天保 （ 年（（（（（）版・斎藤月岑「江戸名所図会」（0より
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の
の
、
六
月
の
項
に
は
半
田
稲
荷
社
に
関
す
る
記
事
は
な
に
も
み
ら
れ
な
い
（
11
（

。
つ
ま

り
、
江
戸
市
民
に
と
っ
て
、
六
月
の
半
田
稲
荷
社
に
特
別
の
認
識
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
半
田
稲
荷
社
の
信
仰
主
体
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
現
在
の
半
田
稲
荷
神
社
は
、

葛
飾
区
東
金
町
・
東
四
つ
木
・
四
つ
木
・
渋
江
を
氏
子
地
域
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月
の
祠
掌
森
山
隆
政
か
ら
東
京
府
へ
の
書
上
に
は
、「
氏

子
無
御
座
候
」
と
あ
り
（
11
（

、
明
治
一
五
年
二
月
の
書
上
に
は
、「
信
徒
　
村
中
并
他
方

ニ
渉
リ
人
員
定
メ
難
シ
」
と
あ
る
（
11
（

。
つ
ま
り
、
半
田
稲
荷
社
は
、
近
世
に
は
特
定
の

氏
子
、
あ
る
い
は
氏
子
地
域
が
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
信
仰
す
る
不
特
定
の
個
人
や

講
中
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
明
治
七
年
四
月
二
日
に
村

社
と
定
め
ら
れ
て
か
ら
、
所
在
す
る
金
町
村
を
中
心
に
氏
子
地
域
を
設
け
て
い
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
江
戸
市
民
に
よ
る
半
田
稲
荷
社
へ
の
信
仰
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
の
地
誌
・
名
所
案
内
書
の
な
か
で
、
最
初
に
半
田
稲

荷
社
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
版
行
さ
れ
た
「
再
板
増
補

　
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
」
で
、
巻
一
下
に
「
近
年
参
詣
の
人
多
し
」
と
あ
り
、
同

書
巻
四
下
に
は
「
享
保
中
こ
ろ
よ
り
江
戸
の
人
信
敬
し
て
詣
て
ね
き
祈
る
事
貴
賎
を

わ
か
た
ず
、
延
享
四
年
社
頭
回
禄
い
ま
た
造
営
な
し
」
と
あ
る
（
11
（

。
前
述
し
た
「
新
編

武
蔵
国
風
土
記
稿
」
に
も
「
其
頃
（
享
保
年
間
）
ヨ
リ
殊
ニ
繁
栄
シ
」
と
あ
り
、
ま

た
、「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」
の
編
纂
に
も
あ
た
っ
た
三
島
政
行
が
編
纂
し
文
政

四
年
（
一
八
二
一
）
の
序
が
あ
る
「
葛
西
志
」
巻
之
二
〇
に
は
、「
い
か
な
る
ゆ
へ

に
や
、
享
保
の
頃
よ
り
は
や
り
出
し
て
、
近
郷
江
戸
の
人
ま
で
、
参
詣
群
集
し
、
講

中
な
ど
多
く
出
来
て
、
社
頭
荘
厳
に
造
営
成
し
、
延
享
四
年
、
回
禄
の
災
に
か
ゝ
り

て
烏
有
と
な
り
、
そ
の
後
再
建
せ
し
も
の
、
今
の
社
な
り
と
い
へ
り
」
と
あ
る
（
11
（

。
ま

た
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
版
行
さ
れ
た
斎
藤
月
岑
「
武
江
年
表
」
正
編
の
享

保
年
間
記
事
に
は
「
葛
西
半
田
稲
荷
社
、
平
井
聖
天
宮
参
詣
多
し
」
と
あ
り
（
11
（

、
嘉
永

六
年
（
一
八
五
三
）
の
序
が
あ
る
喜
多
川
守
貞
「
守
貞
謾
稿
」
第
三
三
編
追
補
に
も
、

「
享
保
中
葛
西
半
田
稲
荷
及
び
平
井
聖
天
の
祠
に
多
く
詣
人
有
」
と
あ
り
（
11
（

、
松
平
冠

山
「
三
飡
一
覧
」
に
は
、「
半
田
稲
荷
社
む
か
し
は
、わ
づ
か
な
る
小
社
に
て
あ
り
し
、

江
戸
よ
り
参
詣
の
人
絶
へ
ず
、
今
は
大
社
と
な
り
ぬ
」
と
あ
る
（
11
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、
半
田
稲
荷
社
は
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
か
ら
江
戸
市

民
の
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
講
中
も
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
、
半
田
稲
荷
社
が
享
保
年
間
に
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
江
戸
市
民
の
信
仰
を
集

め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

の
火
災
で
、
社
殿
が
焼
失
し
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
は
ま
だ
再
建
さ
れ
て
お

ら
ず
、
遅
く
と
も
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
ま
で
に
は
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
留
意
さ

れ
、
江
戸
市
民
の
信
仰
を
集
め
る
に
し
た
が
っ
て
、「
わ
づ
か
な
る
小
社
」
で
あ
っ

た
も
の
が
、「
大
社
」
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
半
田
稲
荷
神
社
に
は
、
数
多
く
の
奉
納
石
造
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。
全
体

的
に
み
る
と
、
奉
納
者
は
地
元
の
金
町
の
人
び
と
が
多
い
が
、
金
町
の
人
び
と
の
み
、

図2　半田稲荷大明神社略図
　　　　　『風俗画報』（（号　（（（（ 年 （ 月
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も
し
く
は
金
町
と
周
辺
地
域
の
み
で
奉
納
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
金
町
・
周
辺

地
域
・
江
戸
の
三
者
で
講
中
を
結
ぶ
な
ど
し
て
、
共
同
で
奉
納
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
享
保
末
年
～
寛
延
三
年
に
か
け
て
、
半
田
稲
荷
社
で
基
本
的
な
石
造
物
と

考
え
ら
れ
る
手
水
鉢
・
社
号
石
兼
道
標
・
燈
籠
・
狐
石
像
な
ど
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
期
に
境
内
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
（
1（
（

。

　
表
（
は
、
半
田
稲
荷
神
社
に
所
在
す
る
江
戸
お
よ
び
東
京
市
民
の
奉
納
物
を
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
最
も
古
い
奉
納
石
造
物
は
、
享
保
一
九
年

（
一
七
三
四
）
に
新
吉
原
江
戸
町
桜
屋
岡
田
氏
が
奉
納
し
た
石
造
水
盤
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
江
戸
で
の
半
田
稲
荷
信
仰
が
展
開
し
て
い
く
の
は
、
享
保
年
間

（
一
七
一
六
～
三
六
）
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
半
田
稲
荷
信

仰
の
江
戸
で
の
発
震
源
が
遊
廓
で
あ
る
新
吉
原
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、疱
瘡
の
痂
と
梅
毒
の
瘡
（
か
さ
）
が
通
じ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
、

疱
瘡
神
が
梅
毒
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
享
保
年
間
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
半
田
稲
荷
社
が
江
戸
・
東
京
の
個

人
や
講
中
に
よ
り
信
仰
さ
れ
続
け
、
あ
る
い
は
、
遊
廓
・
芝
居
関
係
を
は
じ
め
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
・
階
層
の
人
々
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ

う
。
町
人
ば
か
り
で
な
く
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
七
月
に
燈
籠
を
奉
納
し
た
牧

野
成
賢
は
、
二
二
〇
〇
石
の
旗
本
で
、
勘
定
奉
行
・
町
奉
行
・
大
目
付
な
ど
を
歴
任

し
て
い
る
。
成
賢
が
燈
籠
を
奉
納
し
た
の
は
、
西
の
丸
目
付
就
任
の
半
年
後
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
目
付
就
任
を
感
謝
し
て
燈
籠
を
奉
納
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
11
（

。
そ
れ

は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
半
田
稲
荷
社
が
上
級
武
士
か
ら
も
信
仰
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
次
に
、
半
田
稲
荷
社
の
講
中
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
半
田
稲
荷
社

の
講
中
に
つ
い
て
は
、
①
文
久
二
年
（
一
八
六
一
）
頃
の
「
諸
講
中
連
名
」
と
明
治

三
〇
～
四
〇
年
代
（
一
八
九
七
～
一
九
一
二
）
頃
の
「
半
田
稲
荷
万
人
講
趣
意
書
」

の
二
つ
の
講
員
名
簿
、
②
幕
末
か
ら
大
正
期
に
作
製
さ
れ
境
内
も
し
く
は
近
辺
の
茶

屋
な
ど
に
掛
け
ら
れ
た
講
中
札
（
表
（
参
照
）、
③
右
に
み
た
境
内
に
所
在
す
る
石

造
奉
納
物
か
ら
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
史
資
料
か
ら
、
江

戸
・
東
京
の
講
中
に
か
ん
す
る
記
事
を
整
理
し
た
の
が
表
（
で
あ
る
。
近
世
末
に
確

認
で
き
る
の
は
、
御
高
盛
講
・（
御
）
神
酒
講
・
常
燈
（
明
）
講
・
開
運
講
・
牛
込
月

の
出
講
・
日
の
出
講
・
日
護
尸
（
摩
）
講
・
疱
瘡
（
講
）・
護
摩
講
・
栄
続
講
の
一
〇
講
、

明
治
期
に
は
開
運
講
・
一
心
講
・
月
参
講
・
長
栄
講
・
万
人
講
の
五
講
、
大
正
期
は
千

隆
講
の
一
講
で
あ
る
。
近
世
か
ら
明
治
期
ま
で
継
続
し
て
い
る
の
は
開
運
講
の
み
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
講
の
存
続
は
流
動
的
で
、
継
続
性
は
弱
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、

講
員
の
地
域
的
な
広
が
り
を
、文
久
二
年
頃
の
「
諸
講
中
連
名
」
か
ら
み
て
い
く
と
、

九
講
七
四
四
講
員
の
う
ち
、
旧
一
五
区
と
そ
の
隣
接
地
域
が
四
九
七
と
過
半
数
を
占

め
て
お
り
、（
御
）
神
酒
講
九
〇
の
う
ち
松
戸
が
六
〇
、
常
燈
（
明
）
講
一
〇
三
の

う
ち
松
戸
が
三
九
、
葛
飾
区
内
が
三
二
と
い
う
よ
う
に
、
旧
一
五
区
と
そ
の
隣
接
地

域
を
除
け
ば
松
戸
が
多
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
半
田
稲
荷
社
が
所
在
す
る
金

町
は
、
常
燈
（
明
）
講
で
一
〇
し
か
み
ら
れ
な
い
。
地
域
的
に
は
、
葛
飾
区
・
足
立

区
・
千
葉
県
・
茨
城
県
・
埼
玉
県
・
栃
木
県
と
拡
が
り
を
み
せ
る
が
、
数
の
上
で
は
、

右
の
よ
う
に
松
戸
以
外
で
は
、
注
目
し
う
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
う
し
た
講
中
の
地

域
性
か
ら
考
え
る
と
、
半
田
稲
荷
社
の
所
在
す
る
金
町
か
ら
信
仰
が
拡
が
っ
て
い
っ

た
と
い
う
よ
り
も
、
江
戸
・
東
京
で
集
中
的
に
信
仰
が
拡
ま
っ
た
も
の
と
考
え
る
ほ

う
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
講
中
は
江
戸
・
東
京
と
の
か
か
わ
り
で

地
域
的
拡
が
り
を
み
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
明
治
三
〇

～
四
〇
年
代
（
一
八
九
七
～
一
九
一
二
）
頃
の
「
半
田
稲
荷
万
人
講
趣
意
書
」
で
は
、

さ
ら
に
強
く
み
ら
れ
、
旧
一
五
区
と
そ
の
隣
接
地
域
で
八
割
を
占
め
、
特
に
下
谷
・

浅
草
、
そ
し
て
神
田
・
日
本
橋
・
京
橋
・
本
所
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
（
11
（

。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
江
戸
深
川
八
幡
境
内

で
出
開
帳
を
行
っ
た
時
の
案
内
ビ
ラ
の
一
枚
に
、
一
九
の
講
印
が
み
ら
れ
る
（
図
（

参
照
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
保
七
年
に
は
江
戸
に
一
九
の
講
中
が
存
在
し
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
一
九
の
講
中
が
、
右
に
み
た
講
中
と
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
、
し
な
い
の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
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№ 名　　　　　　称 奉　　納　　年　　次 数量 奉　　　　　納　　　　　者 製　　作　　者
（ 石造水盤 享保 （（ 年（（（（（）孟夏大吉祥日 （ 基 新吉原江戸町桜屋，岡田氏
（ 石造標柱（正一位半田稲荷大明神） 元文 （ 年（（（（0）（ 月初午 （ 基 神田三河町 （ 丁目講中  石工喜八
（ 石造狐像 寛延元年（（（（（）（（ 月吉日

天明 （ 年（（（（（）（ 月吉日再興
（ 対 海野氏・坂本氏・筒井氏

飯塚桃葉再興
（ 石造燈籠 寛延 （ 年（（（（0）（ 月吉日 （ 対 牧野成賢
（ 石造鳥居藁座 宝暦 （（ 年（（（（（）（ 月再建

文化 （ 年（（（（0）（ 月吉祥日再建
文政 （ 年（（（（（）（ 月吉祥日再建
大正 （ 年（（（（0）（ 月吉日再建

（ 対 神田講中　　　　世話人内田平七他 （ 人，惣肝煎世
話人南茅場町　　　　右馬氏・白銀丁材木河岸山下
氏他 （ 人，京橋講中願主清水卯之助他 （ 人

（ 高士の図（板絵着色絵額） 文化 （ 年（（（0（）（ 月穀旦 （ 面 井上□□・□□神田上州屋栄蔵・神田金沢町野田
屋善吉，世話人神田旅籠町 （ 丁目上州屋栄蔵・同御
台所町小川屋佐蔵・同所野田屋善吉，願主井上氏

成瀬重長敬画

（  （鉄製銘板） 文政 （ 年（（（（0）（ 月初午 （ 枚  南鍋町銅壷屋庄右衛門
 石造角柱道標（半田稲荷道） 文政 （ 年（（（（（）正月再建 （ 対 浅草講中，世話人隅屋勇八・巴屋山左衛門・同忠兵

衛・同弥七・同正助・千歳庄吉・大黒屋□□衛門・菊
□佐兵衛・八幡屋庄八・□□建具屋彦兵衛・新宿中
川屋正七・同所増田市助・□□長谷金左衛門

（ 石造狐像基壇 文政 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 対 江戸中橋南鞘町願主堺屋久兵衛 江戸数寄屋川岸石工喜六
（0 拝殿擬宝珠 弘化 （ 年（（（（（） 水野出羽守家来海野与左衛門外 （ 名奉納
（（ 龍に牡丹図（板絵着色絵額） 安政 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 面 牛込馬場下横町山田屋吉五郎 野口幽谷画
（（ 子供連れ町人参詣の図（板絵着色絵

額）
文久 （ 年（（（（（）（（ 月吉日 （ 面 江戸岩付町桶屋治兵衛内金次郎・□□女・しめ女・

平助・忠一郎・小僧□人・下女 （ 人
（（ 石造白狐社鳥居奉献記念碑 慶応 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 基 本所林町久保田豊作・深川東町中村屋藤兵衛・本

郷河内屋五兵衛・神田鍛冶町寺尾屋忠兵衛・亀有
世話人千馬田屋平助

（（ 石造御神水井戸石柵 慶応 （ 年（（（（（）（ 月（（日 魚かし中（世話人 （ 人），新富町 （ 丁目大新，しんば
（（ 人），銀座壱大 新，新富町 （ 丁目（（（ 人），小舟
町 （ 丁目（（（ 人），日本橋（（ 人），築地（（（ 人），新
富（（ 人），新富座（（（ 人､ 世話人 （ 人），新富町水
茶屋中（（（ 人），新橋料理人（（ 人），下谷原宿町（（
人），しんば中，猿若町（（人），本所　　　　町（（人），
根津　　　　垣町（（ 人），木挽壱（（ 人），室町 （ 丁目
万屋弥兵衛他 （ 人，馬喰町 （ 丁目に組鳶清五郎

（（ 石造幟立石柱 年不詳（現住恵潤代） （ 対 永久講，講元江戸通油町河村治八，世話人浅草黒
船町橘屋勇次郎・ 同茅町大坂屋岩蔵

市川石工長兵衛

（（ 石造鳥居藁座 年不詳 （ 対  四谷　世話人近江屋長三郎　他 （0 人 石工五兵衛
（（ 石造燈籠 延享元年（（（（（）（ 月吉日 （ 対  金町上村惣若者中 神田三川町石工喜八
（（ 石造狐像 明治 （（ 年（（（（（）（ 月 （ 対  牛込水道町錺屋清五郎
（（ 石造鳥居建立記念碑 明治 （（ 年（（（（（）（ 月 （ 基 新富町大新，銀座一大新，大門通持田伝七外 （ 人，

四ッ谷伝馬町渋沢新三郎，瀬戸物町太田寅吉，聖天
下山本留松，神田市場上市，神田北乗物町高松晴
吉，神田多町根本平次郎，本所相生町大川藤太郎，
四ッ谷内藤町杉本亀吉他

（0 石造東京睦講中記念碑 明治 （（ 年（（（0（）（ 月 （日 （ 基 東京睦講，発起人魚かし柳兼・深川新大はし鮒権，
神田五軒町柏家，神田三河町横川，本所緑町富岡・
石重，日本橋本小田原町□新・竹田・山清・鮒勇，魚
がし京富，日本橋小伝馬町近三，日本橋箔屋町和田
安，本所北二葉町木村小之吉，浅草馬道 （ 丁目石
引喜蔵，本所永倉町大兼，本所花町鳶利右衛門，浅
草田甫草津亭，京橋木挽町万安楼，京橋新富町大
新，京橋銀座一大新

（（ 拝殿白狐敷石寄付記念碑 明治 （（ 年（（（（0）（ 月 （ 基 下谷竹町（（ 人），神田旅籠町 （ 丁目（（ 人），浜町 （
丁目（（ 人），浜町 （ 丁目（（ 人），本郷花町（（ 人），
小石川富坂町（（ 人），神田三崎町 （ 丁目（（ 人），神
田台所町（（ 人），本郷湯島天神町（（ 人），神田中
猿楽町（（ 人），日本橋坂本町（（ 人），瀬戸物町（（
人），鍛冶町（（ 人），久松町（（ 人），深川扇橋（（
人），市谷御徒町 （ 丁目（（ 人），神田平川町（（ 人），
東龍閑町（（ 人），神田今川小路（（ 人），本郷三組町

（（ 人），同松富町（（ 人），下谷坂本町（（ 人） ，本
所緑町 （ 丁目（（ 人），京橋長崎町（（ 人），浅草柳町

（（ 人），同下平右衛門町（（ 人） 他

石工森田常介

（（ 石造永代祈祷料奉納記念碑 大正 （ 年（（（（（）（ 月（日 （ 基 日本橋魚がし中喜 石工宮口平兵衛
（（ 石造狐像 昭和 （（ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 対 深川荒島
（（ 石造玉垣 昭和 （（ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 式 魚がし（（00 人），魚がし講，巣鴨（（ 人），本郷（（

人），金町半田稲荷講，橘講，天神講，東京龍神講，
神戸龍神講他

（（ 石造鳥居寄付記念碑 年不詳 （ 基 魚がし（（ 人），四日市（（ 人），日本橋小伝馬町（（
人），深川東町（（ 人），小石川茗荷谷町（（ 人）他

（（ 石造燈籠基壇 年不詳 （ 対 四谷
（（ 石造鳥居藁座 年不詳 （ 対 睦講

注）『葛飾区神社調査報告』（東京都葛飾区教育委員会社会教育課　（（（（ 年 （ 月），『葛飾区宝篋印塔・道標調査報告』（東京都葛飾区教育委員会社会教育課
　（（（（ 年 （ 月），葛飾区道標調査団編『葛飾区文化財専門調査報告書　葛飾のみちしるべ』（葛飾区教育委員会　（（（（ 年 （ 月），森朋久「石造物銘文
一覧」（『葛飾区文化財専門調査報告書　半田稲荷神社の歴史と文化財』葛飾区教育委員会　（00（ 年 （ 月）などによる。

表1　半田稲荷神社所在の江戸・東京市民奉納物
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表2　半田稲荷神社所蔵の講中札

表3　議員名簿・講中札・奉納石造物からみた半田稲荷諸講の変遷

№ 講　　　名 年　　　　　　次 法　　　　量 講　　　　　　　員
（ 半田牛込　栄続講 慶応 （ 年（（（（（）（ 月吉祥日 （0.0 × （0.（ × （.（cm 講元若狭屋治郎兵衛、世話人若狭屋権九郎・近江屋吉兵衛・尾州徳兵

衛・求友亭万吉・麩屋栄吉・亀屋富五郎・大工清次郎・三木屋鉄五郎・
袋物屋吉兵衛・鳶伝治

（ 半田社　開運講 明治 （ 年（（（（（）（ 月 （（.0 × （（.0 × （.（cm 世話人国広政之進・相模屋勇次郎・小原清次郎・吉野屋三木蔵・岡本
喜兵衛・十一屋伊兵衛・山本吉兵衛・藤戸喜兵衛・浪花町西山武兵
衛・に組権次郎、講元猿屋久兵衛

（ 淺草運授　一心講 明治 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （（.（ × （（.（ × （.（cm 世話人
（ 半田社赤城下　月参講 明治 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （（.（ × （（.0 × （.（cm 牛込赤城下　世話人中
（ 半田開運　長栄講 明治 （ 年（（（（（）（（ 月大安日 （（.0 × （（.（ × （.（cm 講元大工伴次郎、世話人鳶仁右衛門・左官平吉・家根屋伊三郎・鶴屋

吉五郎・大工万吉・鍛冶屋惣吉・船橋屋徳兵衛・鳶長八・大工金八
（ 半田稲荷　千隆講 大正 （ 年（（（（（）（0 月吉日 （0.（ × （（.（ × （.（cm 木村鉄次郎・高橋又四郎・小林鉄太郎・川辺卓三・豊島金太郎

 講　　員　　名　　簿  講　　中　　札  奉　　納　　石　　造　　物
神田三河町 （ 丁目講中
　元文 （ 年（（（（0）
神田講中・京橋講中
　宝暦 （（ 年（（（（（）～大正 （ 年（（（（0）

日の出講
　文久元年（（（（（）頃
　神田・牛込・松戸他
護摩講
　文久元年（（（（（）頃
　日本橋他

永久講
　年不詳
　通油町・浅草

疱瘡（講）
　文久元年（（（（（）頃
　芝
牛込月の出講
　文久元年（（（（（）頃
　牛込・市谷・大久保

半田牛込　栄続講
　慶応 （ 年（（（（（）
半田社赤城下　月参講
　明治 （ 年（（（（（）

御高盛講
　文久元年（（（（（）頃
　下谷・上野・浅草・谷中・根岸・番町・麹　　
町・神田・日本橋他
開運講
　文久元年（（（（（）頃
　本郷・駒込・下谷・上野・浅草・谷中・根岸他

半田社　開運講
　明治 （ 年（（（（（）

（御）神酒講
　文久元年（（（（（）頃
　本所・向島・松戸他
常燈（明）講
　文久元年（（（（（）頃
　深川・金町・亀有・小岩他
日護尸（摩ヵ）講
　文久元年（（（（（）頃
　番町・麹町・市川

浅草運授　一心講
　明治 （ 年（（（（（）

浅草講中
　文政 （ 年（（（（（）

半田開運　長栄講
　明治 （ 年（（（（（）

万人講
　明治 （0 ～ （0 年代（（（（（-（（（（）
　神田・京橋・浅草・本所他

東京睦講
　明治 （（ 年（（（0（）
　神田・日本橋・京橋・深川・本所

半田稲荷　千隆講
　大正 （ 年（（（（（）

魚がし講・金町半田稲荷講・橘講・天神講・東京龍神講・神戸龍神講
　昭和 （（ 年（（（（（）

注）『葛飾区文化財専門調査報告書　半田稲荷神社の歴史と文化財』（葛飾区教育委員会　（00（ 年 （ 月）から作成した。

注）豊田和平「講員名簿・講中札」（『葛飾区文化財専門調査報告書　半田稲荷神社の歴史と文化財』葛飾区教育委員会　（00（ 年 （ 月）による。
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半
田
稲
荷
社
の
講
中
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
も
多
い
が
、
江
戸
・
東
京
を
中
心

に
存
在
し
て
い
た
と
理
解
し
て
ま
ち
が
い
は
な
か
ろ
う
。
な
お
、
小
田
原
の
旧
青
物

町
の
稲
荷
講
で
は
、
現
在
で
も
金
町
の
半
田
稲
荷
神
社
に
毎
年
二
回
代
参
を
送
っ
て

い
る
と
い
う
（
11
（

。
半
田
稲
荷
社
へ
の
信
仰
は
、
神
奈
川
県
ま
で
拡
が
り
を
み
せ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
、
前
述
の
講
員
名
簿
よ
り
も
さ
ら
に
地
域
的
に
拡
が
り
を
み
せ
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

❷
江
戸
か
ら
半
田
稲
荷
社
へ
の
道

　
江
戸
市
民
が
、半
田
稲
荷
社
を
参
詣
す
る
場
合
、あ
る
い
は
、目
的
地
が
別
に
あ
っ

て
立
ち
寄
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
公
用
で
通

行
す
る
場
合
は
、
水
戸
・
佐
倉
道
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
行
楽
気

分
で
足
の
向
く
ま
ま
歩
き
回
る
時
に
は
、
自
由
に
ル
ー
ト
を
選
ん
で
い
る
。

　
ま
ず
一
般
的
な
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
地
理
科
参
詣
型
に
属
す
る
往
来
物
か
ら
み
て

い
く
こ
と
に
し
よ
う
。「
鹿
島
詣
文
章
」
は
、
江
戸
か
ら
松
戸
を
経
て
鹿
島
に
至
り
、

鹿
島
か
ら
成
田
・
佐
倉
を
経
て
江
戸
に
も
ど
る
ま
で
の
沿
道
の
駅
名
・
名
所
旧
跡
や

寺
社
、
鹿
島
神
社
の
由
緒
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に

版
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
11
（

。

 

首し
ゆ
と途
の
良
り
や
う
し
ん
辰
、
横し
の
ゝ
め雲
に
発ほ
つ
そ
く足
、
路
み
ち
す
が
ら
道
は
、
千せ
ん
じ
ゆ
が
は
ら

住
河
原
・
掃か
も
ん
じ
ゆ
く

部
宿
・
本
ほ
ん
し
ゆ
く
宿
よ
り
、

右
へ
水み
と
か
い
だ
う

戸
街
道
、
上う
へ
の野
・
浅あ
さ
く
さ草
の
鐘か
ね
の
響ひ
ゞ
きも
後あ
と
に
な
し
、
誠ま
こ
とに
旅た
び
の
こ
ゝ
ろ

と
て
、
雲く
も
か
う
か
く

行
客
の
跡あ
と
を
埋う
づ
むと
云い
ひ
け
ん
古ふ
る
こ
と言
も
思
は
れ
た
り
、
小こ
す
げ
ご
て
ん

菅
御
殿
の
地
、

東
の
方
を
遠ゑ
ん
ば
う望
す
れ
ば
、
た
つ
や
旭あ
さ
ひに
八や
え
か
す
み

重
霞
、
碧へ
き
ら羅
の
天
の
あ
や
な
く
も
、

綾あ
や
せ瀬
の
橋は
し
を
打
渡わ
た
り
、
齢よ
は
ひ
久ひ
さ
し
き
亀か
め
あ
り有
村
、
是
よ
り
南み

な
み
、
世よ
つ
ぎ継
と
い
へ
る

所
ま
で
廿
八
丁
、
曵ひ
き
ふ
ね船

に
て
往
来
す
、
名
に
し
応お

ふ
、
葛か
さ
い西

の
浮う
き
す洲

の
森も
り

を

標め
あ
て的
に
、
漕こ
き
ゆ
く行
と
云い
へ
し
鄙ひ
な
う
た唄
も
面お
も
し
ろ白
く
、
凡お
よ
そ、
葛か
さ
い
り
や
う

西
領
ほ
ど
打
闢ひ
ら
き
た
る
曠く
は
う
ち地

は
、
諸し
よ
こ
く国
に
な
き
よ
し
承
う
か
た
ま
はる
、
新
に
ゐ
じ
ゆ
く
宿
の
渡わ
た
し
を
越こ
へ
て
、
半は
ん
だ
い
な
り

田
稲
荷
を
ふ
し
拝
を
が
み
、

金か
な
ま
ち町
過
て
御
関せ
き
し
よ所
、
乗の
り
あ
ひ合
の
人
を
松ま
つ
ど戸
の
舟ふ
な
よ
は
ひ号

　
右
の
記
事
か
ら
、鹿
島
社
へ
の
参
詣
ル
ー
ト
と
し
て
水
戸
道
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
途
中
で
半
田
稲
荷
社
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
江
戸
市
民
が
行
楽
で
葛
西
地
域
を
訪
れ
る
時
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

水
戸
・
佐
倉
道
を
利
用
せ
ず
、
浅
草
で
隅
田
川
を
渡
り
、
小
梅
か
ら
四
ツ
木
に
出
て
、

四
ツ
木
道
を
通
っ
て
亀
有
に
至
る
、
と
い
う
ル
ー
ト
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　
さ
て
、
半
田
稲
荷
社
を
訪
れ
た
、
あ
る
い
は
金
町
村
を
通
過
し
た
江
戸
市
民
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
と
り
、
何
を
見
聞
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点

を
彼
ら
が
記
し
た
紀
行
文
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
本
所
相
生
町
の
住
人
が
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
七
月
に
成
田
山
新
勝
寺
や

布
施
の
弁
天
社
へ
参
詣
し
た
時
の
紀
行
文
で
あ
る
「
成
田
道
の
記
」
に
よ
る
と
、
次

の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
（
11
（

。

二
六
日
　
両
国
→
行
徳
→
船
橋
→
大
和
田
（
泊
）

二
七
日
　
大
和
田
→
臼
井
→
佐
倉
→
酒
々
井
→
成
田
→
安
食
（
泊
）

二
八
日
　
安
食
→
木
下
→
布
佐
→
我
孫
子
→
布
施
弁
天
社
→
小
金
（
泊
）

二
九
日
　
小
金
→
馬
橋
→
松
戸
→
半
田
稲
荷
社
→
新
宿
→
四
ツ
木
→
小
梅
→
両

国

　
往
路
は
船
で
行
徳
ま
で
行
っ
た
が
、
復
路
は
水
戸
道
か
ら
四
ツ
木
道
を
利
用
し
て

お
り
、
半
田
稲
荷
社
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。

　
徳
川
御
三
卿
の
一
つ
清
水
家
の
御
広
敷
用
人
村
尾
正
靖
は
、
公
務
の
合
間
を
ぬ
っ

て
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
か
ら
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
ま
で
に
わ
た
っ
て
近
郊

を
め
ぐ
り
歩
い
た
が
、
こ
の
紀
行
文
が
「
江
戸
近
郊
道
し
る
べ
」
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、村
尾
正
靖
は
文
化
一
四
年
六
月
一
五
日
に
半
田
稲
荷
社
へ
参
詣
し
て
い
る
。

こ
の
時
の
ル
ー
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
11
（

。

浜
町
→
小
梅
→
四
ツ
木
→
（
曵
船
）
→
新
宿
→
夕
顔
観
音
→
半
田
稲
荷
社
→
題

経
寺
→
（
曵
船
）
→
西
光
寺
→
客
人
大
権
現
→
浜
町

　
往
復
路
と
も
に
四
ツ
木
道
（
曳
船
）
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
九
月
七
日
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に
は
小
金
牧
を
訪
れ
る
た
め
通
過
し
て
い
る
が
、
半
田
稲
荷
社
ま
で
は
前
回
と
同
様

の
ル
ー
ト
を
と
っ
た
と
し
て
記
事
を
省
略
し
て
い
る

　
十
方
庵
敬
順
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
小
石
川
本
法
寺
の
寺
務
を
子
の
大

恵
へ
譲
っ
て
か
ら
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
頃
ま
で
、
江
戸
近
郊
な
ど
を
め
ぐ
り

歩
い
た
紀
行
文
「
遊
歴
雑
記
」
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
十
方
庵
敬
順
は
、

七
回
に
わ
た
っ
て
葛
西
地
域
を
訪
れ
、
あ
る
い
は
通
過
し
て
い
る
。
半
田
稲
荷
社
に

立
ち
寄
っ
た
の
は
、
第
二
回
目
の
文
化
一
二
年
の
こ
と
で
、
そ
の
ル
ー
ト
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
（
11
（

。

一
日
目
　
西
光
寺
→
客
人
大
権
現
→
立
石
明
神
→
題
経
寺
→
下
矢
切
（
泊
）

二
日
目
　
下
矢
切
→
金
町
村
香
取
大
明
神
→
同
村
光
増
寺
→
同
村
半
田
稲
荷
大

明
神
→
（
曵
船
）
→  

　
　
　
　
　〔
二
編
巻
の
中
第
五
二
～
第
六
〇
〕

　
旗
本
小
川
新
九
郎
の
用
人
と
考
え
ら
れ
る
友
田
次
寛
が
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四

一
）
五
月
二
四
日
未
明
に
出
立
し
て
、
下
総
駒
木
の
諏
訪
明
神
へ
参
詣
し
て
い
る
。

こ
の
時
の
紀
行
文
が
「
小
金
紀
行
」
で
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
（
11
（

。
江
戸
小
川
町
→
浅
草
寺
→
吾
妻
橋
→
四
ツ
木
→
亀
有
→
飯
塚
→
猿
又
→
茂
田
井

→
小
金
野
→
諏
訪
明
神
→
駒
木
→
名
都
借
→
平
賀
の
本
土
寺
→
小
金
→
馬
橋
→

松
戸
→
金
町
→
半
田
稲
荷
社
→
新
宿
の
渡
し
→
亀
有
→
四
ツ
木
→
浅
草
→
小
川

町

　
友
田
次
寛
は
帰
路
に
半
田
稲
荷
社
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
か

ら
半
田
稲
荷
社
へ
参
詣
す
る
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
水
戸
道
と
四
つ
木
道
（
曳
船
）
の

二
つ
が
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
半
田
稲
荷
社
へ
の
参
詣
を
目
的
と
し
な
く
て
も
、

金
町
村
を
通
過
す
る
際
に
は
、
半
田
稲
荷
社
に
参
拝
し
て
は
い
る
の
で
あ
る
。
一
九

世
紀
に
は
江
戸
市
民
に
と
っ
て
、
半
田
稲
荷
社
が
そ
う
し
た
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
と
理
解
で
き
る
。

　
な
お
、
前
掲
の
村
田
直
景
「
半
田
稲
荷
」
に
も
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

日
本
橋
よ
り
筋
違
（
今
の
万
世
橋
）、
御
成
道
、
下
谷
坂
本
通
り
、
千
住
五
丁

目
よ
り
水
戸
街
道
、
新
宿
舟
渡
し
、
松
戸
通
半
里
行
き
、
左
り
へ
入
り
半
田
社

日
本
橋
よ
り
淺
草
御
蔵
前
通
り
、
吾
妻
橋
を
渡
り
小
梅
村
、
引
舟
通
り
亀
有
村
、

新
宿
舟
渡
し
、
夫
よ
り
右
同
断

両
国
橋
よ
り
竪
川
通
り
、
亀
戸
天
神
社
傍わ
き

、
梅
屋
敷
前
堺
、
木
下
川
通
り
、
亀

有
村
新
宿
渡
し
、
夫
よ
り
右
同
断

向
島
隅
田
堤
通
り
、
木
母
寺
境
内
右
へ
入
り
、
耕
地
通
り
、
東
の
方
直ま
つ
す
ぐ真

に
半

里
程
行
き
、
四
ツ
木
村
、
此
所
引
舟
通
り
、
夫
よ
り
同
断

但
し
半
田
社
よ
り
柴
又
村
帝
釈
天
へ
は
、
右
利
根
川
土
手
通
り
真ま
つ
す
ぐ直

に
十
町

程
あ
り
、
帰
路
曲
金
村
舟
渡
し
、
立
石
村
、
夫
よ
り
四
ツ
木
村
へ
出
る
、
こ
ゝ

へ
廻
り
て
も
格
別
の
損
な
し

日
本
橋
よ
り
大お
う
よ
そ凡

三
里
程
な
り

右
順
路
・
里
程
に
於
て
は
、
今
猶
異
な
る
所
な
き
な
り

　
近
世
の
二
ル
ー
ト
と
大
き
く
ズ
レ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、四
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
、

さ
ら
に
、柴
又
帝
釈
天
な
ど
へ
の
回
り
道
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

明
治
以
降
に
は
、
種
痘
の
普
及
に
よ
り
、
疱
瘡
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
半
田

稲
荷
社
へ
疱
瘡
除
の
祈
願
は
す
る
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
を
目
的
と
し
て
往
復
す
る
の

で
は
な
く
、
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
足
の
便
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
周

辺
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
田
園
地
帯
を
散
策
し
、
名
所
旧
跡
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
り
、

半
田
稲
荷
社
を
中
心
と
し
た
、
葛
西
地
域
を
め
ぐ
る
周
遊
コ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
も

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、『
大
日
本
名
所
図
会
』
第
八
一
編
東
京
近
郊
名
所
図
会
第
六
巻
〔
一
九
一
〇

年
一
〇
月
刊
〕
に
も
、
同
様
に
東
京
か
ら
半
田
稲
荷
神
社
へ
の
「
道
し
る
べ
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

半
田
稲
荷
神
社
へ
は
、
東
京
よ
り
参
詣
す
る
者
少
か
ら
ず
、
且
つ
名
高
き
神
社

な
れ
ば
、
先
づ
其
の
道
し
る
べ
を
記
す
べ
し
。

歩
行
に
て
到
ら
む
に
は
、
北
千
住
若
く
は
中
井
堀
よ
り
亀
有
に
出
て
水
戸
街
道
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に
か
ゝ
り
、新
宿
橋
よ
り
大
井
堀
橋
を
経
て
北
行
し
、庚
申
塚
（
享
保
七
年
云
々

と
刻
す
）
よ
り
東
行
す
れ
ば
、
右
に
帝
釈
道
と
し
る
せ
し
石
標
あ
り
。
夫
よ
り

中
之
橋
・
越
渡
橋
・
境
橋
を
過
ぎ
て
、
鉄
道
線
路
を
超
れ
ば
、
左
に
八
十
八
箇

所
大
師
の
石
標
あ
り
、
是
よ
り
北
に
折
れ
少
し
く
東
行
し
、
更
に
北
に
進
め
ば

稲
荷
神
社
の
前
に
達
す
。

汽
車
な
れ
ば
金
町
駅
に
て
下
車
し
、
茶
店
の
前
を
東
行
し
、
踏
切
を
過
ぎ
て
北

に
行
き
田
圃
間
の
広
き
道
に
沿
ふ
て
東
に
行
き
、
寺
院
の
裏
手
を
北
に
進
み
、

又
東
へ
と
赴
け
ば
神
社
の
横
手
に
達
す
べ
し
。

　
明
治
末
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
徒
歩
の
場
合
は
、
近
世
と
何
ら
変
わ
り
が
な
い
。

鉄
道
を
利
用
す
れ
ば
金
町
駅
か
ら
歩
く
こ
と
に
な
り
、
現
在
と
変
わ
り
が
な
い
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
明
治
末
年
で
も
東
京
か
ら
の
参
詣
者
が
多
い
と
し
て
い
る
点
が
留

意
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
蛇
足
な
が
ら
、
半
田
稲
荷
社
へ
向
か
う
道
中
で
の
眺
望
に
つ
い
て
み
て

お
き
た
い
。
こ
れ
は
江
戸
名
所
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。
葛
西
地

域
を
訪
れ
た
人
々
の
中
で
も
、
特
に
眺
望
に
注
目
し
て
い
る
十
方
庵
敬
順
の
「
遊
歴

雑
記
」
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
に
葛
西
地
域
を
遊
歴
し
た
時
に
は
、
ま
ず
、
下
矢
切

の
渡
し
場
付
近
で
宿
泊
し
た
百
姓
弥
右
衛
門
家
か
ら
の
眺
め
を
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
（
11
（

。扨
此
家
の
座
敷
に
匍
匐
し
て
遥
に
川
向
ふ
を
見
れ
ば
、東
北
の
方
は
松
戸
の
駅
、

東
南
に
出
張
た
る
は
国
府
の
台
、
総
寧
寺
の
山
と
か
や
、
総
て
東
よ
り
西
の
方

ま
で
利
根
川
の
溶
り
に
随
ひ
て
、
渺
茫
と
取
は
な
し
た
る
眺
望
は
言
語
に
絶

し
、
又
群
だ
つ
森
の
間
々
遅
桜
の
咲
し
様
は
、
岩
間
を
伝
ふ
瀧
の
ご
と
く
、
又

は
処
々
藁
屋
の
見
ゆ
る
も
優
に
や
は
ら
か
に
し
て
、
唐
土
の
晴
湖
の
風
景
も
か

く
や
と
、
右
に
左
に
目
の
休
む
隙
な
し
、
殊
に
前
は
名
に
あ
ふ
坂
東
太
郎
と
名

付
し
大
河
の
漲
る
水
に
、
帆
あ
げ
て
は
し
る
大
小
と
な
き
舟
の
行
き
ち
が
ふ
、

そ
の
風
景
な
ど
唯
記
憶
に
の
み
覚
え
て
筆
端
に
は
尽
し
が
た
く
、
武
総
の
境
川

と
い
え
る
も
理
に
し
て
、実
に
四
季
折
々
の
眺
望
は
足
ぬ
べ
く
と
見
ゆ
（
中
略
）

か
ゝ
る
詫
し
き
農
家
に
止
宿
し
風
景
を
な
ぐ
さ
む
こ
そ
、
予
が
遊
歴
の
骨
髄
に

な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　〔
二
編
巻
之
中
第
五
六
下
矢
切
の
渡
し
場
川
添
の
眺
望
〕

　
す
ば
ら
し
い
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
、「
遊
歴
の
骨
髄
」
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
四
つ
木
道
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
1（
（

。

亀
有
村
の
土
橋
よ
り
東
の
方
帚
塚
村
ま
で
十
四
町
の
間
、
人
家
な
く
四
方
只
深

田
の
み
に
て
眺
望
又
一
品
あ
り
て
面
白
し
（
中
略
）
そ
の
土
地
〳
〵
の
風
色
一

転
し
て
路
す
が
ら
鳥
に
愛
花
に
浮
れ
、
思
ひ
よ
ら
ぬ
勝
景
に
慰
み
て
は
、
寿
命

も
延
ぬ
べ
く
ぞ
覚
ゆ
　
　
　
　〔
二
編
巻
之
中
第
六
〇
葛
飾
郡
亀
有
村
の
引
ふ
ね
〕

　
道
中
の
花
鳥
と
遊
び
、
勝
景
に
慰
め
ら
れ
れ
ば
、「
寿
命
も
延
」
び
る
と
遊
歴
の

効
用
を
説
い
て
い
る
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
三
月
に
布
施
弁
財
天
な
ど
へ
参
詣

す
る
た
め
通
過
し
た
時
に
は
、
新
宿
の
渡
し
場
風
景
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
（
11
（

。
此
両
岸
の
風
色
川
筋
の
溶
り
て
木
立
繁
茂
し
、
渚
の
天
然
な
る
綺
麗
に
し
て
眺

望
い
は
ん
方
な
し
　
　
　
　〔
四
編
巻
之
上
第
一
七
本
所
亀
有
新
宿
の
渡
口
風
景
〕

　
ま
た
、
小
合
溜
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
11
（

。

此
溜
の
風
景
天
然
に
し
て
面
白
く
、
芦
葭
等
の
中
に
は
行
々
子
の
く
ぜ
る
、
又

は
空
に
舞
雲
雀
の
声
迄
優
に
珍
ら
し
く
、
或
は
遅
桜
の
茂
林
の
間
よ
り
満
花
せ

し
風
情
は
い
か
ん
と
も
い
ひ
が
た
し

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
四
編
巻
之
上
第
一
八
葛
飾
郡
小
合
の
溜
小
合
の
渡
口
眺
望
〕

　
さ
ら
に
、
金
町
か
ら
新
宿
辺
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
11
（

。

松
戸
の
わ
た
し
の
両
岸
の
風
色
は
い
ふ
も
更
に
、
既
に
渡
し
を
越
へ
御
関
所
を

過
て
よ
り
、
金
町
村
の
此
方
ま
で
堤
の
間
数
十
町
、
又
耕
地
の
間
弐
拾
余
町
を

過
て
、
新
宿
の
駅
迄
の
間
左
右
渺
茫
と
し
て
取
は
な
れ
し
、
深
田
の
間
弐
拾
余

町
を
過
て
新
宿
の
駅
迄
の
間
、
左
右
渺
茫
と
取
は
な
れ
し
深
田
の
け
し
き
も
一

品
也
け
り
　
　
　 

〔
四
編
巻
之
上
第
四
四
松
戸
の
駅
の
渡
口
亀
有
村
引
風
の
一
風
〕

　
文
政
一
二
年
頃
に
金
町
の
光
増
寺
へ
参
詣
し
た
時
に
は
、
ま
ず
そ
の
道
中
の
景
趣
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に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
11
（

。

そ
の
路
す
が
ら
平
原
あ
り
耕
地
あ
り
引
舟
な
ど
あ
り
て
、
鄙
び
た
る
も
一
興
に

し
て
面
白
く
、
花
を
弄
し
野
雁
に
な
ぐ
さ
み
、
摘
草
に
憂
を
は
ら
し
心
身
を
た

の
し
み
誘
引
つ
ゝ
行
人
多
し
（
中
略
）
半
田
稲
荷
よ
り
東
南
さ
し
て
耕
地
を
ぶ

ら
め
き
ぬ
、
新
宿
ま
で
凡
壱
里
あ
ら
ん
、
そ
の
路
す
が
ら
茗
葱
・
蒲
英
公
・
餅

草
・
薺
蔦
・
芹
・
蓮
花
草
・
茅
菜
の
は
な
は
足
元
の
左
右
に
有
て
、
摘
草
に
逍
遥

し
あ
そ
ば
ゞ
可
な
ら
ん
か
し
、
頓
て
新
宿
の
川
除
堤
へ
出
け
り
、
野
外
の
遊
歴

こ
ゝ
ろ
穏
に
し
て
お
も
し
ろ
さ
い
は
ん
方
な
く
、
天
元
の
数
も
延
べ
く
ぞ
覚
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
五
編
巻
之
下
第
三
一
半
田
村
光
増
寺
御
真
向
由
来
〕

　
こ
こ
で
も
道
中
で
草
花
を
楽
し
む
な
ど
の
自
然
と
の
交
流
は
、
気
持
ち
を
穏
や
か

に
し
、
寿
命
を
延
ば
す
と
「
野
外
の
遊
歴
」
の
効
用
を
説
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
金
町
村
周
辺
に
は
中
川
・
江
戸
川
が
流
れ
、
低
地
で
あ
っ
た
た
め
、

見
晴
ら
し
が
よ
い
場
所
が
多
く
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
、
半
田
稲

荷
社
に
江
戸
市
民
を
数
多
く
魅
き
つ
け
る
こ
と
の
要
因
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

か
（
11
（

。
❸
半
田
稲
荷
社
と
願
人
坊
主

　
半
田
稲
荷
社
の
疱
瘡
除
の
利
益
を
江
戸
市
中
へ
弘
め
た
も
の
と
し
て
、
願
人
の
存

在
が
注
目
さ
れ
る
。
願
人
と
は
、
市
中
を
連
れ
だ
っ
て
踊
り
歩
き
、
民
家
の
門
口
に

立
ち
、軽
口
・
謎
・
阿
呆
陀
羅
経
な
ど
を
唱
え
、唄
・
浄
瑠
璃
を
歌
い
施
し
を
ね
だ
り
、

謎
解
き
の
札
を
配
っ
た
り
、
勧
進
を
し
て
回
る
こ
と
で
生
活
し
て
い
た
、
そ
の
日
稼

ぎ
の
下
級
の
宗
教
者
で
、
乞
食
坊
主
と
も
い
わ
れ
た
。

　
願
人
の
本
寺
は
、
鞍
馬
寺
の
大
蔵
院
と
円
光
院
の
二
院
で
、
一
八
世
紀
中
期
に
は
、

江
戸
・
大
坂
・
駿
府
に
配
下
の
願
人
組
織
が
存
在
し
た
。
江
戸
の
願
人
は
慶
長
年
間

（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
以
来
の
こ
と
と
い
わ
れ
る
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）

八
月
の
町
触
に
よ
る
と
、
願
人
な
ど
町
方
居
住
の
宗
教
者
に
、
本
寺
と
請
人
の
身
元

保
証
を
求
め
、
居
住
場
所
を
裏
店
に
制
限
し
て
い
る
。
願
人
と
は
、
本
寺
を
も
ち
、

身
元
の
保
証
を
え
て
裏
店
に
居
住
し
、
鞍
馬
寺
組
願
人
仲
間
の
一
員
と
し
て
三
衣
を

着
し
勧
進
に
ま
わ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　
願
人
仲
間
は
、
触
頭
を
頂
点
と
し
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
一
七
世
紀
中
期
ま
で
に

は
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
寺
社
奉
行
の
支
配
下
で
江
戸
触
頭
の

地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
願
人
仲
間
は
、触
頭
・
代
役
・
組
頭
・
組
頭
格
・
見
習
・

五
人
組
・
年
寄
役
の
七
つ
の
階
梯
に
分
か
れ
る
役
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
本
寺
と

の
関
係
を
保
っ
た
。
弟
子
入
り
し
て
平
願
人
と
な
る
と
、
鑑
札
・
袈
裟
が
与
え
ら
れ
、

古
参
の
弟
子
か
ら
願
人
の
職
分
を
訓
練
さ
せ
ら
れ
る
。
一
人
前
と
な
る
ま
で
は
、
生

活
の
め
ん
ど
う
は
師
匠
が
み
る
こ
と
に
な
る
。
願
人
の
職
分
の
中
心
は
、
修
行
勧
進

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
一
般
の
僧
侶
と
同
様
の
修
行
勧
進
と
、
修
行
と

は
名
ば
か
り
で
勧
進
に
名
を
か
り
た
芸
能
民
の
よ
う
な
行
動
の
二
面
が
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
願
人
は
、
す
た
す
た
坊
主
・
チ
ョ
ボ
ク
レ
坊
主
・
誓
文
仏
・
ま
か
し
ょ
な
ど

と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。そ
し
て
、市
中
を
勧
進
し
て
歩
い
た
の
は
平
願
人
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
（
11
（

。

　
願
人
の
宿
所
で
あ
る
願
人
木
賃
宿
は
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
、
下
谷
山

崎
町
二
丁
目
七
、
橋
本
町
四
六
、四
谷
天
龍
寺
門
前
二
、
元
鮫
河
橋
北
町
二
、
芝
新

網
町
二
五
で
、
合
計
五
カ
所
八
三
軒
あ
っ
た
。
橋
本
町
が
過
半
を
占
め
、
次
い
で
芝

新
網
町
が
多
か
っ
た
。
こ
の
木
賃
宿
を
経
営
す
る
者
は
寮
坊
主
と
呼
ば
れ
、
願
人
宿

は
「
ぐ
れ
宿
」
と
も
い
わ
れ
た
。
寮
坊
主
は
、
触
頭
・
組
頭
を
中
心
と
す
る
役
人
上

層
で
あ
り
、
大
蔵
院
の
役
人
は
こ
の
こ
ろ
九
〇
～
一
〇
〇
人
と
み
ら
れ
る
の
で
、
役

人
の
約
四
割
が
願
人
木
賃
宿
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
願
人
は
修
行
勧
進
の
み
で
は
暮
ら
せ
な
い
の
で
、
木
賃
宿
を
経
営
し
た
の
だ
と
い

う
。
だ
が
、
木
賃
宿
の
経
営
も
、
願
人
の
宿
泊
だ
け
で
は
十
分
な
収
入
が
え
ら
れ
ず
、

六
十
六
部
・
千
カ
寺
順
礼
・
金
比
羅
参
り
・
伊
勢
参
り
な
ど
、
宿
泊
を
望
む
者
へ
は
、

男
女
と
も
一
人
一
泊
二
四
文
で
泊
め
た
。天
保
改
革
で
願
人
も
取
締
の
対
象
と
な
り
、

願
人
木
賃
宿
に
俗
人
を
宿
泊
さ
せ
な
い
こ
と
、
願
人
と
相
対
で
行
わ
れ
て
い
た
弟
子
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入
り
を
、
寺
社
奉
行
の
許
可
を
必
要
と
し
、
人
別
帳
を
名
主
に
提
出
さ
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
11
（

。

　
こ
う
し
た
願
人
が
、
江
戸
市
中
に
半
田
稲
荷
社
の
疱
瘡
除
の
利
益
を
宣
伝
し
て

回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
世
紀
末
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
一
〇
年

（
一
七
九
八
）
七
月
に
半
田
稲
荷
社
へ
参
詣
し
た
本
所
相
生
町
の
人
が
、「
一
昨
年
、

此
の
宮
に
疱
瘡
の
祈
り
す
と
て
、
異
形
の
行
者
江
戸
町
々
を
歩
き
し
」
と
記
し
て
お

り
（
11
（

、
寛
政
八
年
に
江
戸
市
中
を
「
異
形
の
行
者
（
願
人
）」
が
、
半
田
稲
荷
の
疱
瘡

除
の
利
益
を
宣
伝
し
て
回
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
願
人
と
半
田
稲
荷
社

月 芝　居　音　楽 所　　作 評 　判 絵　　　　師
正 月 長唄「吉書始」 傾城 大出来大評判
（ 月 長唄「半田稲荷」 坊主 歌川豊国，五渡亭国貞
（ 月 長唄「雛人形」 業平 　　　　 五渡亭国貞
（ 月 長唄「初かつほ」 いさみ商人 大出来大評判 　　　　 五渡亭国貞
（ 月 竹本「飾かぶと」 清正虎狩
（ 月 常磐津「祭礼」 台所唐人 歌川豊国
（ 月 常磐津「踊り」 田舎ごぜ 歌川豊国
（ 月 富本「亀戸祭」 鹿島踊 大出来大評判
（ 月 富本「月」 木賊苅 大出来大評判 　　　　 五渡亭国貞
１０月 富本「炉開使」 雇奴引抜替り
１１月 常磐津「雪」 鷺娘 大出来大評判
１２月 長唄「豆蒔」 金太郎 歌川豊国，軽雲亭国丸

表4　歌舞伎「四季詠高三ツ大」と浮世絵

注）伊原敏郎『歌舞伎年表』第五巻（岩波書店　（（（0 年 （ 月　（（（ ～ （（（ 頁），『国立劇場所蔵芝
居版画等図録─八世板東三津五郎氏寄贈─』（国立劇場　（（（（ 年 （ 月）より作成した。

と
の
関
係
を
示
す
、
最
も

古
い
記
事
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
文
化
一
〇
年

（
一
八
一
三
）
三
月
五
日

か
ら
中
村
座
で
、
第
二
番

目
「
四
季
詠
高よ
せ
て三
ツ
大
」

と
題
し
て
、
板
東
三
津
五

郎
が
芝
居
音
楽
に
合
わ
せ

て
「
十
二
ヶ
月
所
作
」
を

踊
っ
て
評
判
と
な
っ
た
（
11
（

。

こ
の
三
津
五
郎
の
舞
台
姿

が
、
歌
川
豊
国
ら
の
筆
に

よ
っ
て
描
か
れ
、
版
行
さ

れ
て
も
い
る
。
す
べ
て
の

月
に
つ
い
て
錦
絵
が
描
か

れ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で

き
な
い
が
、
こ
れ
を
月
ご

と
に
、芝
居
音
楽
・
所
作
・

評
判
・
絵
師
を
整
理
し
た

も
の
が
、
表
（
で
あ
る
。
半
田
稲
荷
社
は
、
初
午
か
ら
二
月
が
あ
て
ら
れ
、
芝
居
音

楽
は
長
唄
「
半
田
稲
荷
」、
所
作
は
「
坊
主
」
で
、
評
判
は
「
大
出
来
大
評
判
」
と

は
い
か
な
か
っ
た
が
、
舞
台
姿
を
描
い
た
錦
絵
は
、
歌
川
豊
国
と
五
渡
亭
国
貞
が
競

作
し
て
お
り
、こ
の
点
か
ら
は
評
判
を
え
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
長
唄「
半

田
稲
荷
」
の
歌
詞
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
1（
（

。

�
ひ
よ
つ
く
り
ひ
よ
〳
〵
ひ
よ
つ
く
り
〳
〵
〳
〵
ひ
よ
、
ひ
よ
つ
と
出
で
た
る

修
行
者
の
合
た
つ
み
あ
が
り
の
一
調
子
、
疱
瘡
も
軽
い
、
麻
疹
も
軽
い
、
祈
る

は
葛
西
金
町
の
、
半
田
稲
荷
の
幟
竿
、
い
き
ぢ
に
立
て
る
み
め
ぐ
り
や
合
そ
の

つ
ま
ご
ひ
に
王
子
さ
へ
、
つ
い
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
烏
森
、
別
れ
に
あ
と
の
一
杯
が
、

杉
の
森
や
ら
千
鳥
足
、し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
合
来
り
け
る
�
エ
ヽ
酔
う
た
〳
〵
〳
〵

五
勺
の
酒
に
、
一
合
飲
だ
ら
出
来
心
合
�
つ
い
袖
引
い
て
転
寝
に
、
こ
ん
な
こ

の
〳
〵
い
た
い
け
ざ
か
り
合
ね
ん
ね
こ
せ
い
〳
〵
、
ね
ん
ね
か
も
り
は
、
ど
こ

へ
行
た
合
山
を
越
え
て
里
へ
行
た
、
抱
け
ば
泣
き
出
す
下
せ
ば
ぢ
れ
る
、
お
さ

る
が
も
り
と
は
こ
の
事
か
、
願
ひ
か
け
た
る
い
ろ
〳
〵
の
、
絵
馬
も
拝
殿
午
祭

�
姉
も
妹
も
仇
も
の
で
、
わ
し
に
な
び
こ
と
じ
や
ら
つ
い
て
、
実
か
と
思
へ
ば

つ
ん
逃
げ
た
合
お
れ
が
来
た
と
き
や
来
も
せ
ず
に
、
や
つ
が
来
た
と
き
や
酒
飲

ん
で
、
泣
い
た
り
笑
つ
た
り
嘘
吐
き
め
、
し
め
ろ
や
れ
〳
〵
中
の
綱
合
ヤ
ア
わ

つ
さ
り
と
な
ぐ
り
か
け
、
何
で
も
こ
つ
ち
の
か
た
〳
合〵
赤
い
も
の
に
と
り
て

は
、
南
蛮
辛
子
唐
辛
子
、
取
上
婆
が
右
の
手
合
ま
だ
も
赤
い
は
山
王
の
、
桜
の

木
に
、
お
猿
が
三
千
、三
千
三
百
三
十
三
匹
さ
が
つ
た
、
お
猿
の
お
尻
は
ま
つ

か
い
な
、
ヤ
ア
レ
し
め
ろ
や
れ
、
し
め
ろ
と
は
る
の
さ
い
さ
き
も
、
よ
し
や
世

の
中
面
白
や

　
こ
の
冒
頭
に
あ
る
「
疱
瘡
も
軽
い
、
麻
疹
も
軽
い
、
祈
る
は
葛
西
金
町
の
、
半
田

稲
荷
の
幟
竿
」と
い
う
歌
詞
や
、赤
一
色
の
衣
装
と
頭
巾
を
身
に
つ
け
、首
か
ら
は「
半

田
稲
荷
大
明
神
」
と
書
か
れ
た
箱
を
下
げ
、
右
手
で
鈴
を
振
り
、
左
手
に
「
奉
納
半

田
稲
荷
大
明
神
」
と
大
書
さ
れ
た
幟
を
担
ぐ
と
い
う
板
東
三
津
五
郎
の
舞
台
姿
と
、

後
述
す
る
願
人
の
装
束
と
、
ど
ち
ら
が
先
行
し
て
い
た
の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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し
か
し
、
二
月
の
所
作
と
し
て
半
田
稲
荷
の
願
人
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ

だ
け
当
時
の
江
戸
市
民
に
周
知
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

の
後
も
、
歌
舞
伎
の
舞
台
に
、
半
田
稲
荷
の
願
人
が
登
場
し
て
い
る
。

　
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
三
月
三
日
か
ら
市
村
座
で
、「
隅
田
川
花
御
所
染
」

が
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
番
目
中
幕
妙
亀
庵
の
場
で
、
無
縁
坊
・
汐
入
の
弥
蔵
・

妙
林
・
清
玄
尼
（
実
ハ
花
子
の
前
）
と
の
会
話
の
な
か
で
出
て
く
る
。
そ
の
部
分
を

引
用
し
て
お
こ
う
（
11
（

。

弥
蔵
　
コ
レ
〳
〵
、
坊
様
、
こ
な
た
、
幟
を
持
つ
て
歩
い
た
ら
、
ど
う
や
ら
半

田
稲
荷
と
云
は
れ
う
ぞ
や
。

無
縁
　
ハ
テ
、
こ
の
人
わ
い
の
。
よ
う
物
を
弁
へ
て
見
さ
つ
し
や
い
。
葛
西
金

町
半
田
稲
荷
と
い
ふ
所
を
、
岩
井
金
箱
半
四
郎
、
こ
の
芝
居
に
は
稲
荷

と
は
ど
う
ぢ
や
。

弥
蔵
　
こ
り
や
奇
妙
ぢ
や
わ
い
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
。
時
に
妙
林
比
丘
や
、
も
う
炭
が

あ
る
ま
い
が
、
ど
う
ぢ
や
。

妙
林
　
ア
イ
、
薬
を
煎
じ
て
、
炭
は
皆
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
買
う
て
来
て

下
さ
ん
せ
。

弥
蔵
　
合
点
ぢ
や
〳
〵
。
晩
に
わ
し
が
担
げ
て
来
ま
せ
う
。
そ
こ
ら
に
わ
し
の

棒
が
有
つ
た
筈
ぢ
や
。

　
　
　
　
　
　
ト
天
秤
棒
を
尋
ね
、
麁
朶
割
台
、
鉈
な
ぞ
を
片
付
け

サ
ヽ
、
坊
様
、
帰
り
ま
せ
う
ぞ
や
。

無
縁
　
さ
う
し
ま
せ
う
。
併
し
、
帰
り
が
け
ぢ
や
。
尼
御
の
お
見
舞
に
一
ツ
、

に
つ
こ
り
笑
は
せ
て
行
き
ま
せ
う
か
。

弥
蔵
　
そ
り
や
何
よ
り
の
お
見
舞
ぢ
や
。
サ
ヽ
、
始
め
さ
ん
せ
〳
〵
。

無
縁
　
ド
リ
ヤ
、
笑
は
せ
踊
を
始
め
う
か
。

　
　
　
　
　
　
ト
こ
れ
よ
り
地
へ
取
り

か
さ
い
金
町
半
田
の
稲
荷
、
疱
瘡
も
軽
い
麻
疹
も
軽
い
、
芝
居
繁
昌
念

願
成
就
敬
つ
て
申
す
。

　
ト
納
ま
る
。

弥
蔵
　
イ
ヨ
、
よ
い
〳
〵
様
〳
〵
。

清
玄
　
気
軽
な
お
方
ぢ
や
わ
い
の
。

　
　
ト
思
ひ
入
れ
。

無
縁
　
そ
り
や
尼
御
が
、
に
つ
こ
り
や
ら
れ
た
ワ
。
何
よ
り
は
気
の
薬
。

弥
蔵
　
こ
れ
を
お
前
の
は
ね
に
し
て
。

無
縁
　
イ
ヤ
、
相
変
り
ま
せ
ぬ
儀
右
衛
門
を
お
目
に
か
け
ま
す
。

弥
蔵
　
何
を
云
ふ
ぞ
い
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。
サ
、
連
れ
だ
ち
ま
せ
う
。

ト
合
ひ
方
に
な
り
、
無
縁
坊
、
半
田
稲
荷
を
踊
り
な
が
ら
、
弥

蔵
、
天
秤
棒
を
持
ち
、
捨
ぜ
り
ふ
に
て
向
う
へ
入
る
。

　
さ
ら
に
、文
化
一
四
年（
一
八
一
七
）二
月
七
日
か
ら
河
原
崎
座
で
上
演
さ
れ
た「
桜

姫
東
文
章
」
の
第
一
番
目
六
幕
目
山
の
宿
町
の
場
で
は
、
家
主
金
兵
衛
と
釣
鐘
権
助

（
実
ハ
信
夫
の
惣
太
）
の
会
話
の
な
か
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
11
（

。

金
兵
　
イ
ヤ
、
ほ
ん
に
疱
瘡
が
は
や
り
ま
す
ぞ
や
。
気
を
つ
け
さ
っ
し
や
れ
ま

せ
。
雑
司
ヶ
谷
の
お
守
り
を
い
た
ゞ
く
が
よ
い
。
し
か
し
近
年
は
半
田

稲
荷
か
ら
も
出
ま
す
て
。

権
助
　
ア
ヽ
、
半
田
稲
荷
は
ど
こ
で
ご
ざ
る
え
。

金
兵
　
知
ら
っ
し
ゃ
ら
ぬ
か
。
葛
西
金
町
半
田
の
稲
荷
。

皆
々
　
疱
瘡
が
軽
い
、
麻
疹
も
軽
い
。

（
ト
合
方
に
な
り
、
金
兵
衛
踊
る
を
、
皆
々
囃
し
て
向
こ
う
へ
は
い
る
。

権
助
子
を
抱
い
て
、
あ
と
を
見
送
り
思
入
れ
）

　
こ
の
よ
う
に
、
半
田
稲
荷
社
が
ど
こ
に
所
在
し
て
い
る
か
は
、
必
ず
し
も
周
知
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
願
人
に
よ
っ
て
疱
瘡
除
に
利
益

の
あ
る
神
社
と
、
半
田
稲
荷
社
が
江
戸
市
民
に
周
知
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
必
ず
し

も
直
接
に
半
田
稲
荷
社
へ
参
詣
し
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
歌
舞
伎
の
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
で
、
半
田
稲
荷
社
の
利
益
と
そ
れ
を
宣
伝
す

る
願
人
の
存
在
は
、
江
戸
市
民
に
周
知
さ
れ
て
い
き
、
半
田
稲
荷
社
へ
参
詣
す
る
人
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び
と
も
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
も
う
少
し
、
願
人
と
半
田
稲
荷
社
の
関
係
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
文
化
一
二

年
（
一
八
一
五
）
に
半
田
稲
荷
社
へ
参
詣
し
た
十
方
庵
敬
順
は
、
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
（
11
（

。
彼
江
戸
の
方
言
に
願
忍
と
異
名
せ
し
橋
本
町
に
住
る
店
坊
主
が
、
近
年
能
此
や

し
ろ
の
名
を
売
歩
行
て
、
疱
瘡
の
軽
し
な
ど
い
へ
ど
名
程
に
も
似
ず
、
増
て
事

事
し
き
利
生
あ
る
様
子
に
も
見
請
ず

    

　
　
　
　
　
　
　
　〔「
遊
歴
雑
記
」
二
編
巻
之
中
第
五
九
金
町
半
田
稲
荷
明
神
〕

　
文
化
末
年
ご
ろ
か
ら
、
願
人
坊
主
が
江
戸
市
中
を
宣
伝
し
て
回
っ
て
い
る
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
利
益
に
つ
い
て
、
十
方
庵
敬
順
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
ま
た
、

明
治
初
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
斎
藤
月
岑
「
百
戯
述
略
」
第
二
集
に
は
、「
文
化
の
頃
、

住
吉
踊
半
田
稲
荷
と
唱
ヘ
候
も
、
右
願
人
の
内
よ
り
出
候
よ
し
」
と
あ
り
（
11
（

、
文
化
年

間
か
ら
半
田
稲
荷
社
の
利
益
を
宣
伝
す
る
願
人
の
活
動
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
認
識
さ

れ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
願
人
の
活
動
は
寛
政
八
年
に
す
で
に
確
認
で
き

る
の
で
、
文
化
と
い
う
年
代
は
、
そ
れ
だ
け
板
東
三
津
五
郎
の
舞
台
が
、
江
戸
市
民

に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
願
人
坊
主
の
風
俗
に
つ
い
て
は
、喜
多
川
守
貞
編
で
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

の
序
が
あ
る
「
守
貞
漫
稿
」
第
六
編
雑
業
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
11
（

。

半
田
行
人
　
天
保
中
初
て
こ
れ
を
行
ひ
、
今
は
廃
せ
り
、
そ
の
扮
、
京
坂
の

金
昆
羅
行
人
と
同
じ
く
し
て
、
白
を
紅
に
換
る
の
み
、
諸
服
必
す
紅
錦
、
手

に
紅
錦
の
幟の
ぼ
りに

半
田
稲
荷
大
明
神
と
筆
せ
る
を
携
へ
、
右
手
に
れ
い
を
ふ
り
、

痘と
う
そ
う瘡・

麻ま
し
ん疹

の
軽
を
祈
る
に
矯ま
げ

て
、
専
ら
諧
謔
踊
躍
す

　
ま
た
、
四
壁
庵
茂
蔦
編
で
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
序
が
あ
る
「
わ
す
れ
の
こ

り
」
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
11
（

。

赤
き
布
に
て
頭
を
つ
ゝ
み
、
赤
き
行
衣
を
着
、
葛
西
金
町
半
田
の
稲
荷
大
明
神

と
書
し
、
赤
き
小
さ
き
の
ぼ
り
を
持
ち
、
片
手
に
鈴
を
な
ら
し
、
葛
西
金
町
半

田
の
い
な
り
、
疱
瘡
、
は
し
か
も
か
る
が
る
と
、
と
云
て
来
る
、
ほ
う
さ
う
前

の
子
を
持
し
家
に
て
銭
を
遣
れ
ば
、
稲
荷
の
真
言
を
唱
へ
、
そ
の
外
め
で
度
祝

ひ
言
を
云
て
踊
る
、
一
文
人
形
と
い
ふ
物
一
つ
置
て
ゆ
く

　
こ
う
し
た
願
人
坊
主
の
赤
い
装
束
は
、
赤
い
色
が
疱
瘡
除
け
に
効
果
が
あ
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
11
（

。

　
願
人
の
風
俗
に
つ
い
て
は
、
渡
部
乙
羽
「
江
戸
市
中
世
渡
り
種ぐ
さ

　
其
一
」〔『
風
俗

画
報
』
四
四
号
　
一
八
九
二
年
八
月
〕
に
は
、

山
伏
に
て
も
あ
る
ら
ん
と
お
ぼ
し
き
打い
で
た
ち扮
し
て
、
半
田
稲
荷
の
旗
を
携
へ
、
商

家
の
店み
せ
さ
き頭
・
庭に
は
さ
き前
な
ん
ど
へ
入
り
込
み
て
、「
疱ほ
う
そ瘡
も
軽
い
な
麻は
し
か疹
も
軽
い
な
、

悪
魔
も
コ
ン
」
と
云
ひ
つ
ゝ
、
板
に
仕
掛
け
あ
る
螺ね

ぢ旋
を
延
し
、
狐
の
仮め

ん面
を

ヒ
ヨ
コ
リ
と
出い
だ
し
て
、
合
こ
う
り
よ
く
力
を
こ
ふ
な
り
、
こ
れ
も
そ
の
昔
は
名
高
か
り
し
も

の
と
見
え
、
長
唄
の
文
句
に
残
り
、
又
洒
落
に
も
葛
西
か
な
ま
ち
半
田
の
稲
荷

と
い
ふ
こ
と
あ
り

と
あ
り
、特
に「
板
に
仕
掛
け
あ
る
螺ね

ぢ旋
を
延
し
、狐
の
仮め

ん面
を
ヒ
ヨ
コ
リ
と
出い
だ
し
て
」

と
い
う
よ
う
に
、こ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
風
俗
を
紹
介
し
て
い
る
（
図
（
参
照
）。

こ
う
し
た
風
俗
が
、
近
世
か
ら
み
ら
れ
た
も
の
か
、
明
治
以
降
に
な
っ
て
新
た
に
生

図3　半田稲荷の願人　渡部乙羽「江戸市中世渡り
　　　種　其一」（『風俗画報』（（ 号　（（（（ 年 （ 月）より
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み
だ
さ
れ
た
も
の
か
は
、
確
認
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
村
田
直
景
「
半
田
稲
荷
」〔『
風
俗
画
報
』
六
六
号
　
一
八
九
四
年
二
月
〕
は
、

半
田
稲
荷
社
に
つ
い
て
、

ふ
る
く
よ
り
小
児
の
大
厄
疱
瘡
・
麻
疹
を
護ご

し
て
、
軽
か
ら
し
む
る
と
て
、
都

下
の
小
児
持
て
る
家
に
て
は
、
当そ

の
か
み時
（
文
化
の
頃
）
必
ず
祈
願
を
籠こ
む

る
事
な
り

し
（
詣け
い

す
る
者
人ひ
と
ご
と毎

に
、
赤
土
に
て
つ
く
ね
た
る
猿
を
持
ち
行
き
、
已す
で

に
厄
を

済
せ
し
家
よ
り
神
前
へ
納
め
置
け
る
猿
と
ひ
き
か
へ
、
持
ち
帰
り
て
護ご
や
く厄

の
符

と
な
す
事
は
、
猶
彼か

の
七
月
十
三
日
王
子
権
現
の
槍
祭
の
槍
を
ひ
き
か
へ
る
と

一
般
な
り
、
小
児
が
厄
の
済
ざ
る
う
ち
は
、
年
々
引
き
替
へ
に
ゆ
き
、
無
難
に

厄
を
は
た
せ
ば
、
予か
ね

て
受
け
置
た
る
猿
に
猶
一
の
猿
を
添
へ
、
赤
幟
に
奉
納
半

田
稲
荷
大
明
神
と
か
き
て
、
こ
れ
を
携
へ
ゆ
き
、
社
前
に
立
て
、
以
て
報ほ
う
さ
い賽
す

る
を
例
と
せ
り
）、
町ち
や
う
か家

は
分
限
次
第
に
て
父
母
の
自
ら
小
児
を
将ゐ

て
、
詣
す

る
あ
れ
ば
、
雇
や
と
ひ
に
ん

人
ま
た
は
出
入
の
も
の
な
ど
を
代
参
と
し
て
遣
す
あ
り
、
士し
ゞ
ん人

も
往
々
遠
足
々あ
し
だ
め試

し
か
た
〳
〵
行
く
も
の
多
き
が
故
に
、
社
前
常
に
詣け
い
じ
ん人

の
絶

間
な
く
、
殊
に
毎
年
二
月
初
午
・
二
ノ
午
等
の
日
は
、
其
賑
は
し
き
事
い
ふ
計

り
な
し

と
い
う
よ
う
に
、
疱
瘡
の
厄
が
済
む
前
の
子
供
を
持
つ
親
た
ち
は
、
赤
土
で
作
っ
た

猿
を
持
っ
て
、
半
田
稲
荷
社
へ
疱
瘡
除
の
祈
願
に
参
詣
し
、
す
で
に
疱
瘡
の
厄
を
済

ま
せ
た
家
か
ら
奉
納
さ
れ
た
猿
と
引
き
替
え
て
持
ち
帰
り
、
疱
瘡
除
の
お
守
り
と
す

る
。
子
供
が
疱
瘡
を
済
ま
せ
る
ま
で
は
、
毎
年
引
き
替
え
に
参
詣
し
、
無
難
に
疱
瘡

の
厄
を
済
ま
せ
ば
、
か
ね
て
持
ち
帰
っ
て
あ
る
猿
に
も
う
一
つ
の
猿
を
添
え
、
ま
た
、

赤
い
幟
に
「
奉
納
半
田
稲
荷
大
明
神
」
と
書
い
て
奉
納
す
る
と
い
う
習
俗
の
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
王
子
権
現
社
の
槍
の
交
換
と
い
う
習
俗

と
共
通
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
も
い
る
（
11
（

。

　
さ
ら
に
続
け
て
、
願
人
の
風
俗
に
つ
い
て
は
、

半
田
稲
荷
と
て
、
市
中
を
廻
り
歩
け
る
坊
主
は
、
同
社
の
繁
昌
に
従
て
、
こ
の

金
町
近
傍
よ
り
幾
人
も
稼
ぎ
に
出い

で
し
な
り
、
あ
か
ね
木
綿
の
法こ
ろ
も衣
、
裾
み
じ

か
に
し
て
、
同
じ
頭
巾
の
鉢
巻
つ
き
た
る
を
被か
ぶ

り
、
同
じ
脚き
や
は
ん半

、
す
べ
て
真
赤

の
出い
で
た
ち立

、
赤
幟
に
半
田
稲
荷
大
明
神
と
か
き
た
る
を
持
ち
、
背
に
大
き
な
る

飯め
し
じ
や
く
し

杓
子
を
負
ひ
、
胸
の
小こ
ば
こ筺

を
か
け
（
小
筺
の
中
に
は
土ど
え
ん猿

を
入
れ
、
人
々
の

乞
ひ
に
応
じ
て
猿
の
ひ
き
か
へ
を
な
せ
り
）、
銭
を
得う

れ
ば
、
や
が
て
幟
を
か

た
げ
、
或
は
ま
わ
し
足
拍
子
ふ
み
て
、「
葛
西
金
町
半
田
の
稲
荷
、
疱ほ
う
そ瘡

も
軽

い
な
、
麻
疹
も
軽
い
な
」
と
、
ふ
し
面
白
く
繰
返
し
謳う
た

ひ
て
お
ど
る
な
り
、
故

に
何ど

こ処
の
子
供
も
こ
れ
が
来
れ
ば
、
そ
れ
来
た
と
て
、
駈
出
し
見
に
ゆ
き
た
り

き
、
是
余
が
幼
時
目
撃
す
る
所
の
半
田
稲
荷
に
し
て
、
そ
の
形か
た
ち容

及
び
歌う

た節
共

に
、
乙
羽
君
の
図
解
と
小
異
あ
り
、
こ
れ
は
久
し
く
世
に
行
は
れ
来
り
し
も
の

な
れ
ば
、
そ
の
形
容
・
歌
節
、
必
ず
沿
革
あ
り
し
な
ら
ん
か
、
然し
か

し
て
同
社
の

最
も
繁
昌
せ
る
は
、
文
化
文
政
よ
り
天
保
の
頃
と
思
は
る

と
い
う
よ
う
に
、
願
人
の
風
俗
に
、
特
に
新
し
い
点
は
み
ら
れ
な
い
が
、
土
猿
の
交

換
は
、
疱
瘡
の
厄
を
済
ま
せ
る
前
の
子
供
の
親
が
自
ら
、
ま
た
は
、
雇
い
人
や
代
参

人
を
頼
ん
で
行
っ
た
も
の
が
、
願
人
が
交
換
に
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
点
が
、

注
目
さ
れ
る
。
こ
の
土
猿
が
、前
掲
の
「
わ
す
れ
の
こ
り
」
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
一

文
人
形
」
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
願
人
に
つ
い
て
、
半

田
稲
荷
社
が
繁
昌
し
た
文
化
文
政
か
ら
天
保
年
間
に
か
け
て
、
半
田
稲
荷
社
の
あ
る

金
町
近
辺
か
ら
、
多
く
の
者
が
「
稼
ぎ
」
の
た
め
に
江
戸
へ
出
て
行
っ
た
と
し
て
い

る
点
も
興
味
深
い
。
そ
う
す
る
と
、
金
町
近
辺
の
者
が
願
人
姿
で
江
戸
で
活
動
す
る

事
は
、
前
述
の
願
人
組
織
と
抵
触
す
る
部
分
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
問

題
が
発
生
し
て
い
る
よ
う
な
史
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
と
も
か
く
も
こ
う
し
た
願
人
の
活
動
に
よ
っ
て
、
半
田
稲
荷
社
は
江
戸
市
民
の
信

仰
を
さ
ら
に
集
め
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
常
時
多
く
の
参
詣
者

を
集
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
先
に
も
引
用
し
た
が
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
に
当
社
へ
参
詣
し
た
十
方
庵

敬
順
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
11
（

。

社
壇
の
造
営
は
善
尽
し
て
王
子
村
の
稲
荷
に
能
似
た
れ
ど
も
土
地
さ
む
し
く
辺
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鄙
な
れ
ば
参
詣
至
て
稀
に
、
別
当
処
と
い
へ
ど
も
空
房
の
ご
と
し

    

　
　
　
　
　
　
　〔「
遊
歴
雑
記
」
二
編
巻
之
中
第
五
九
金
町
村
半
田
稲
荷
明
神
〕

　
参
詣
者
も
少
な
く
閑
散
と
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
年
後
の
文
化

一
四
年
六
月
に
当
社
へ
参
詣
し
た
村
尾
正
靖
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
1（
（

。

尾
紀
両
藩
の
士
、
其
外
諸
侯
の
家
士
、
江
戸
の
町
々
、
品
川
辺
の
も
の
ま
で
、

月
ま
ふ
で
す
な
る
、
人
の
名
な
ん
ど
し
る
し
て
、
拝
殿
に
掛
、
僕
は
今
日
初
て

ま
ふ
で
侍
る
を
、
月
ご
と
に
参
る
も
あ
り
け
り
、
と
お
ど
ろ
か
れ
侍
り

　
身
分
の
別
な
く
多
く
の
人
々
が
月
詣
で
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
見

聞
に
恣
意
や
誤
り
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
半
田
稲
荷
社
は
、
江
戸
で
間
欠
的
に
疱

瘡
や
麻
疹
が
流
行
す
る
と
願
人
坊
主
の
活
動
も
活
発
と
な
っ
て
盛
況
と
な
り
、
そ
れ

が
鎮
静
化
す
る
と
願
人
坊
主
の
活
動
も
や
み
、
参
詣
す
る
も
の
も
な
く
な
る
と
い
う

よ
う
に
理
解
で
き
よ
う
。

  

こ
う
し
た
、
願
人
の
活
動
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
天
保
改
革
期
に
取
締
が
強
化
さ

れ
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
一
一
月
に
寺
社
奉
行
阿
部
正
弘
か
ら
老
中
水
野
忠

邦
へ
の
「
鞍
馬
願
人
取
締
方
之
儀
ニ
付
申
上
候
書
付
」
に
は
、「
願
人
共
近
年
半
田

稲
荷
勧
進
住
吉
祭
抔
と
名
付
、
其
余
も
僧
体
ニ
有
之
間
敷
戯
謔
婬
奔
之
所
業
を
以
銭

貰
受
候
趣
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
11
（

、
取
締
り
の
強
化
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
年
一
二
月
に
、
江
戸
触
頭
の
高
林
坊
・
谷
之
坊
は
、
町
奉
行
か
ら

願
人
共
作
法
、
近
年
猥
ニ
相
成
、
連
立
市
中
其
外
踊
歩
行
、
三
衣
も
不
着
、
頭

を
包
、
又
ハ
裸
ニ
て
家
之
門
口
ニ
て
押
施
物
を
乞
、
往
来
之
妨
を
な
し
、
其
上

婬
奔
戯
謔
を
唱
、
或
ハ
判
事
物
之
札
を
配
り
、
児
女
之
興
ニ
入
候
事
而
已
を
心

掛
、銭
貰
請
候
段
、不
行
跡
之
至
、仏
門
ニ
有
之
間
敷
儀
、右
故
惰
弱
放
蕩
ニ
て
、

産
業
を
嫌
ひ
候
者
、
多
く
弟
子
ニ
相
成
、
乞
食
非
人
等
ニ
等
し
く
、
以
之
外
之

事
ニ
候
、
殊
ニ
半
田
稲
荷
勧
進
住
吉
祭
之
類
、
近
年
之
仕
癖
ニ
て
、
全
く
僧
侶

之
体
を
失
ひ
、
且
新
き
儀
、
以
来
右
類
之
修
行
難
相
成
、
仮
令
貧
窮
之
者
ニ
候

共
、
輪
袈
裟
計
、
或
ハ
裸
ニ
て
勧
進
致
候
儀
ハ
、
僧
形
ニ
背
候
事
ニ
付
、
水
行

其
外
願
人
共
修
業
、
頭
を
不
包
、
三
衣
を
着
、
仏
道
を
唱
、
乞
食
非
人
ニ
不
紛

様
、
無
遺
失
鑑
札
致
所
持
、
如
法
質
朴
ニ
修
行
可
仕

と
い
う
こ
と
を
、
配
下
の
願
人
へ
厳
重
に
申
し
渡
す
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
11
（

。
こ
う

し
た
幕
府
の
統
制
強
化
に
よ
っ
て
、
半
田
稲
荷
社
の
利
益
を
、
江
戸
市
中
で
宣
伝
し

て
回
る
願
人
は
、
姿
を
消
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
斎
藤
月
岑
「
百
戯
述
略
」
第

二
集
に
は
、「
願
人
坊
主
と
云
も
の
、
是
ま
で
裸
に
て
躍
り
あ
る
き
て
、
物
乞
し
を

禁
ぜ
ら
れ
、
法
衣
を
着
し
、
殊
勝
の
さ
ま
に
て
叫
化
せ
り
、
是
は
、
天
保
十
二
、三

の
頃
、
水
野
の
改
正
の
時
の
事
な
り
」
と
あ
り
（
11
（

、
半
田
稲
荷
社
の
願
人
の
風
俗
も
姿

を
消
し
て
い
っ
た
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
版
行
さ
れ
た
松
亭
金
水
編
「
江
都

近
郊
名
勝
一
覧
」
に
、「
痘
瘡
を
守
り
玉
ふ
神
也
と
い
ひ
て
小
児
あ
る
家
に
ハ
別
て

信
仰
す
、
願
人
こ
れ
が
神
名
を
称
へ
て
踊
り
あ
る
く
、
今
廃
り
た
り
」
と
あ
る
よ
う

に
（
11
（

、
弘
化
年
間
に
は
、
も
は
や
願
人
の
活
動
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ

が
、
寺
門
静
軒
「
静
軒
痴
談
」
巻
之
一
に
は
、

四
、五
十
年
前
ハ
、
寒
天
ニ
法
師
ガ
身
ニ
白
衣
ヲ
着
テ
、
手
ニ
鐸
ヲ
ナ
ラ
シ
、

細
カ
ナ
ル
絵
紙
ヲ
撤
シ
ア
リ
ク
、
児
曹
ガ
ア
ト
ヲ
追
テ
拾
タ
リ
シ
、
其
後
ニ
半

田
稲
荷
ト
唱
フ
ル
僧
ノ
模
様
ガ
、
御
行
ノ
変
ジ
タ
ル
遺
風
ナ
リ
シ
、
半
田
マ
タ

変
じ
て
禿
驢
数
名
夥
ヲ
結
ビ
、
ヤ
ツ
ト
コ
セ
、
ヨ
イ
ヤ
サ
ト
言
ツ
ヽ
歌
舞
セ
リ
、

其
甚
シ
キ
ニ
及
デ
、
禁
ゼ
ラ
レ
シ
ガ
、
今
マ
タ
乞
人
ノ
ナ
ス
コ
ト
ト
ハ
ナ
リ
ヌ

と
あ
り
（
11
（

、
天
保
改
革
で
一
時
姿
を
消
し
た
も
の
の
、
再
び
「
乞
人
」
に
よ
っ
て
復
活

し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
乞
人
」
が
願
人
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
は
っ

き
り
し
な
い
。

　
ま
た
、
前
掲
の
村
田
直
景
「
半
田
稲
荷
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。

如
何
せ
ん
種
痘
の
術
盛
ん
に
世
に
行
は
れ
て
よ
り
、
諸
人
神
威
を
藉か

り
て
、
こ

れ
を
護
す
る
の
要
を
見
ざ
る
こ
と
を
、
蓋
し
社
前
雀じ
や
く
ら羅
を
設
く
べ
き
の
感
あ
ら

ん
、
然
れ
ど
も
、
そ
の
盛
衰
沿
革
を
推
せ
ば
、
弘
化
再さ
い
こ
ん建

の
後
、
嘉
永
の
頃
に

至
て
諸
人
信
仰
漸
や
く
う
す
ら
ぎ
た
る
は
、
余
が
遠
足
盛
り
に
、
終つ
ひ
に
一
詣
せ

ざ
り
し
に
て
も
、
之
を
知
ら
る
、
畢
竟
都
下
よ
り
杖
を
曳
く
も
の
稀
に
な
れ
た

れ
ば
な
り
、
余
幼
耳
に
人
々
の
談は
な
し話
を
傍か
た
へ
ぎ
き聞
せ
る
事
あ
り
、
今
度
の
御
鹿
狩
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に
て
思
ひ
寄
ず
、
半
田
稲
荷
は
大
繁
昌
な
り
と
、
御
鹿
狩
の
御お
か
げ庇

で
繁
昌
だ
と

い
は
る
ゝ
か
ら
は
、
已す
で

に
そ
の
平
生
の
不
繁
昌
に
な
り
た
る
を
徴
す
べ
し
、
時

は
実
に
十
二
代
将
軍
家
慶
公
の
小
金
原
御を
し
か
が
り

鹿
狩
に
し
て
、
嘉
永
二
年
己
酉
の
春

と
覚
ふ
故
に
、
前
に
い
へ
る
市
中
を
廻
る
半
田
稲
荷
も
、
ま
た
余
が
弟
共
の

生お
ひ
た立

つ
比こ
ろ

は
、
お
の
づ
か
ら
稀
に
な
り
来
て
、
安
政
の
末
に
は
い
つ
か
そ
の
影

も
見
え
ず
な
り
ぬ
、
嗚あ

呼ゝ
世
の
中
の
浮
う
き
し
づ
み

沈
は
神
仏
と
い
へ
ど
も
、
免
れ
給
は
ぬ

と
は
こ
れ
ら
を
や
い
ふ
な
る
べ
し

　
明
治
以
降
、
種
痘
が
普
及
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
半
田
稲
荷
社
に
参
詣
す
る
人
の

数
が
減
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
嘉
永
二
年
の
小
金
原
の
鹿
狩
で
一
時
大

繁
昌
し
た
も
の
の
、
弘
化
年
間
以
降
、
江
戸
市
中
に
お
け
る
願
人
の
活
動
や
、
江
戸

市
民
の
半
田
稲
荷
社
へ
の
信
仰
が
廃
れ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の

講
員
名
簿
や
講
中
札
・
奉
納
石
造
物
か
ら
み
る
限
り
、
む
し
ろ
弘
化
年
間
以
降
も
江

戸
市
民
の
半
田
稲
荷
社
へ
の
信
仰
は
、
決
し
て
薄
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
理
解
す
る

ほ
う
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
半
田
稲
荷
社
と
願
人
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
半
田
稲
荷
社
か
ら
願

人
に
は
た
ら
き
か
け
て
、
江
戸
市
中
を
宣
伝
し
て
回
ら
せ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、

願
人
の
ほ
う
か
ら
半
田
稲
荷
社
に
接
近
し
て
い
っ
た
も
の
か
、
は
た
ま
た
、
両
者
は

全
く
関
係
な
く
、
願
人
が
勝
手
に
行
っ
た
も
の
か
、
半
田
稲
荷
神
社
に
は
、
願
人
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
な
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

❹
半
田
稲
荷
社
の
江
戸
出
開
帳

　
半
田
稲
荷
社
で
は
、
た
だ
参
詣
者
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
数

多
く
の
講
中
が
あ
っ
た
江
戸
へ
出
向
き
、稲
荷
神
体
な
ど
の
開
帳
を
行
っ
て
も
い
る
。

　
開
帳
と
は
、
秘
仏
と
し
て
平
生
は
参
拝
を
許
さ
な
い
仏
像
を
、
一
定
期
間
そ
の
帳

を
開
い
て
信
者
に
結
縁
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
秘
仏
の
安
置
さ
れ
て
い
る

寺
院
で
行
う
の
を
居
開
帳
、
信
者
の
奉
納
金
品
や
賽
銭
が
よ
り
多
く
期
待
で
き
る
江

戸
な
ど
の
大
都
会
の
寺
院
で
行
う
の
を
出
開
帳
と
い
っ
た
。

　
寺
社
は
、
自
力
で
社
殿
・
堂
塔
の
修
復
・
再
建
の
費
用
な
ど
を
確
保
で
き
な
い
場

合
に
は
、
幕
府
に
願
い
出
て
、
金
品
の
給
・
貸
与
を
受
け
る
か
、
勧
化
・
開
帳
の
許

可
を
え
て
募
金
を
す
る
か
し
た
。
金
品
の
給
・
貸
与
は
、
徳
川
家
と
縁
故
の
深
い
寺

社
に
限
ら
れ
た
。
勧
化
で
所
期
の
金
額
が
集
ま
ら
な
い
時
に
、
開
帳
許
可
を
申
請
す

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

　
江
戸
で
開
帳
す
る
時
は
、
寺
社
奉
行
へ
出
願
し
、
許
可
を
得
て
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
長
期
間
（
通
常
六
〇
日
間
）
に
わ
た
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
許
可
が

記
帳
さ
れ
た
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
「
祠
部
職
掌
類
聚
」
八
に
収
録

さ
れ
て
い
る
「
開
帳
差
免
留
」
に
は
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
か
ら
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
の
分
が
記
帳
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館
旧
幕
府
引
継
書
中
の
「
開
帳

差
免
帳
」
に
は
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
か
ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
の

分
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。

　
江
戸
で
の
出
開
帳
に
つ
い
て
は
、
信
濃
の
善
光
寺
如
来
、
京
都
嵯
峨
清
涼
寺
の
釈

迦
如
来
、
大
和
の
法
隆
寺
、
下
総
成
田
山
新
勝
寺
の
不
動
尊
、
身
延
山
久
遠
寺
な
ど

に
つ
い
て
が
、
比
較
的
よ
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て

は
、
江
戸
出
開
帳
の
事
実
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

は
っ
き
し
り
な
い
も
の
が
多
い
（
11
（

。

　
そ
こ
で
、
以
下
に
半
田
稲
荷
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
文
書
・
板
木
類
な
ど
か

ら
、
半
田
稲
荷
社
の
江
戸
出
開
帳
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、「
武
江
年
表
」
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
条
に
は
、「
葛
西
半
田
稲
荷
社
修

復
勧
化
御
免
に
て
、
江
戸
中
の
船
宿
へ
施
財
を
募
る
」
と
あ
り
（
11
（

、
半
田
稲
荷
の
社
殿

修
復
の
た
め
に
、
勧
化
が
許
可
さ
れ
て
、
江
戸
市
中
の
船
宿
か
ら
施
財
を
募
っ
て
い

る
。
こ
の
勧
化
の
目
的
が
、
前
述
し
た
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
焼
失
し
た
社
殿

の
再
建
費
用
を
調
達
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
勧
化
に
よ
っ
て

ど
の
程
度
の
募
金
が
集
ま
っ
た
の
か
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　
次
に
、「
開
帳
差
免
帳
」
二
の
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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東
葛
西
領
半
田
稲
荷
別
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
台
宗        

　
　
　   

三
宝
院

境
内
半
田
稲
荷
本
社
・
末
社
等
甚
及
大
破
、
修
復
難
叶
自
力
ニ
付
、
為
助
成
稲

荷
神
体
并
霊
仏
・
霊
宝
等
、
来
ル
閏
六
月
朔
日
よ
り
日
数
六
十
日
之
間
、
本
所

回
向
院
境
内
お
ゐ
て
開
帳
仕
度
旨
、辰
四
月
中
阿
部
主
計
頭
方
え
願
出
候
ニ
付
、

同
六
月
六
日
松
平
右
京
亮
宅
於
内
寄
合
、
願
之
通
差
免
之

　
四
月
に
、
半
田
稲
荷
社
の
別
当
三
宝
院
が
、
寺
社
奉
行
阿
部
正
精
へ
、
半
田
稲
荷

の
本
社
・
末
社
な
ど
が
、
甚
だ
し
く
大
破
し
て
し
ま
っ
た
が
、
自
力
で
修
復
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
助
成
と
し
て
稲
荷
神
体
や
霊
仏
・
霊
宝
な
ど
を
、
閏
六

月
一
日
か
ら
六
〇
日
間
、
本
所
回
向
院
境
内
で
開
帳
し
た
い
と
願
い
出
て
、
六
月
六

日
に
寺
社
奉
行
松
平
輝
延
邸
で
の
内
寄
合
で
、
開
帳
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
記
帳
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
開
帳
に
つ
い
て
は
、「
武
江
年
表
」
や
「
藤
岡
屋
日
記
」
に

も
記
事
が
み
ら
れ
る
が
、
閏
六
月
一
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
回
向
院
で
行
わ
れ
た
こ

と
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
（
11
（

。

　
さ
ら
に
、「
開
帳
差
免
帳
」
三
に
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
六
）
の
条
に
次
の
よ

う
に
あ
る
。

                                    

　
　
　
　
　
　
東
葛
西
領
半
田
稲
荷
別
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
台
宗            
　
　  

三
宝
院

境
内
半
田
稲
荷
本
社
・
末
社
等
及
大
破
、
修
復
難
叶
自
力
ニ
付
、
為
助
成
稲
荷

神
体
并
霊
仏
・
霊
宝
等
、
来
申
四
月
朔
日
よ
り
日
数
六
十
日
之
間
、
深
川
八
幡

境
内
お
ゐ
て
開
帳
仕
度
旨
、
未
十
一
月
中
間
部
下
総
守
方
え
願
出
、
年
限
未
満

ニ
付
、
御
老
中
え
伺
之
上
、
同
十
二
月
廿
五
日
於
自
宅
、
年
限
ニ
て
願
之
通
差

免
之

　
一
一
月
に
、
三
宝
院
が
、
寺
社
奉
行
間
部
詮
勝
へ
、
文
化
五
年
の
時
と
同
様
の
理

由
で
、
翌
天
保
七
年
四
月
一
日
か
ら
六
〇
日
間
、
深
川
八
幡
境
内
で
開
帳
し
た
い
と

願
い
出
た
。
一
度
江
戸
で
開
帳
を
行
う
と
、
三
三
年
が
た
た
な
い
と
再
度
の
開
帳
を

認
め
な
い
と
い
う
原
則
が
あ
り
、
こ
の
時
も
、
文
化
五
年
か
ら
は
三
三
年
が
た
っ
て

い
な
い
「
年
限
未
満
」
で
あ
る
の
で
、
老
中
に
伺
い
を
た
て
て
、
一
二
月
二
五
日
に

間
部
邸
で
開
帳
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
武

江
年
表
」
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
永
代
寺
で
開
帳
さ
れ
た
と
あ
り
（
11
（

、「
藤
岡
屋
日
記
」

で
は
二
月
一
六
日
か
ら
深
川
で
開
帳
さ
れ
た
と
あ
る
（
1（
（

。「
藤
岡
屋
日
記
」
の
開
帳
開

始
日
は
誤
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、回
向
院
や
永
代
寺
（
深
川
八
幡
）
は
、

数
多
く
の
寺
社
に
出
開
帳
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、
集
客
力
の
高
い
、
江
戸
出
開
帳

を
行
う
に
好
条
件
の
場
所
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
半
田
稲
荷
社
も
、
そ
う

し
た
場
所
を
選
ん
で
江
戸
出
開
帳
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
半
田
稲
荷
神
社
に
は
、
板
木
類
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
整
理
し

た
も
の
が
表
（
で
あ
る
。
す
べ
て
が
天
保
七
年
の
江
戸
出
開
帳
に
関
連
し
た
も
の

で
は
な
い
が
、
江
戸
出
開
帳
の
案
内
ビ
ラ
や
開
帳
場
で
頒
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
略

縁
起
「
半
田
宮
利
生
略
記
」、
年
次
は
不
明
だ
が
、
同
じ
く
開
帳
場
で
頒
布
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
祈
祷
札
・
守
札
、
御
神
体
で
あ
る
荼
枳
尼
天
像
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が

注
目
さ
れ
る
。

　
開
帳
を
江
戸
の
講
中
、
も
し
く
は
江
戸
市
中
に
知
ら
せ
る
案
内
ビ
ラ
は
三
種
類
あ

る
。
そ
れ
を
次
に
あ
げ
て
お
こ
う
（
11
（

。

案
内
ビ
ラ
①

武
州
葛
西
金
町
半
田
稲
荷
社
建
立
已
来
経
年
久
敷
罷
成
候
故
、
及
大
破
候
ニ

付
、
普
請
為
助
成
、
当
四
月
朔
日
よ
り
深
川
八
幡
於
社
内
、
開
帳
仕
候
、
依

之
信
心
之
御
方
々
不
限
、多
少
御
寄
付
之
程
、偏
奉
希
候
、尤
御
施
主
之
面
々

御
姓
名
誌
可
被
下
候
、
於
神
前
家
内
安
全
・
武
運
長
久
御
祈
祷
抽
、
丹
誠
無

懈
怠
勤
行
可
仕
候
、
已
上

                                        

　
　
　
　
　
別
当

天
保
七
申
年
二
月                       

　
　
　 

　
三
　
宝
　
院

                                         

　 

　
　
　
　
世
話
人
中

案
内
ビ
ラ
②

一
半
田
稲
荷
大
明
神
来
ル
丗
日
朝
千
住
宿
よ
り
御
出
立
、
三
之
輪
・
金
杉
・
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新
よ
し
原
土
手
通
り
、
聖
天
町
・
花
川
戸
町

          

　
　                          

　
　  

半
田
社

申
三
月
　
但
御
仮
家
神
前
餝
付
之
品     

　     

世
話
人

　
　
　
　
御
奉
納
被
成
候
御
方
早
々
御
納

　
　
　
　
朔
日
よ
り
六
十
日
之
間
深
川
八
幡
宮

案
内
ビ
ラ
③
（
図
（
参
照
）

　
　
　
舌
代

今
般
半
田
稲
荷
大
明
神
深
川
　
　
　
　
於
境
内
、
四
月
朔
日
よ
り
開
帳
仕
候

ニ
て
、
道
順
之
儀
、
来
ル
廿
五
日
朝
千
住
　
　
　
　
淺
草
御
蔵
□
八
幡
　
　

　
　
柳
橋
　
　
　
　

                                

　
　
　
　
　（
講
印
一
九
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
当
三
宝
院

申
三
月
廿
五
日
着     

　 

講
中
世
話
人
　
惣
同
行

　
①
は
、
二
月
に
別
当
三
宝
院
・
世
話
人
中
が
出
し
た
も
の
で
、
社
殿
が
大
破
し
た

の
で
、
普
請
費
用
の
助
成
と
す
る
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
深
川
八
幡
社
内
で
開
帳
す

る
の
で
、
信
心
す
る
方
は
多
少
で
も
寄
付
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
案
内
で
あ
る
。
②

は
、
半
田
社
世
話
人
が
出
し
た
も
の
で
、
半
田
稲
荷
大
明
神
が
三
月
三
〇
日
の
朝
に
、

千
住
宿
を
出
立
し
て
、
三
輪
・
金
杉
・
新
吉
原
土
手
通
り
、
聖
天
町
・
花
川
戸
町
を

通
行
す
る
。
仮
屋
神
前
の
飾
付
け
の
品
を
奉
納
し
て
く
れ
る
方
は
、
早
々
に
納
め

て
ほ
し
い
。
開
帳
は
、
四
月
一
日
か
ら
六
〇
日
間
深
川
八
幡
宮
で
行
う
と
い
う
案
内

で
あ
る
。
③
は
、
別
当
三
宝
院
・
講
中
世
話
人
・
惣
同
行
が
出
し
た
も
の
で
、
今
度

深
川
八
幡
宮
境
内
で
、
四
月
一
日
か
ら
開
帳
す
る
。
江
戸
入
り
の
道
順
は
三
月
二
五

日
の
朝
、
千
住
を
出
立
し
て
、
浅
草
御
蔵
前
八
幡
・
柳
橋
を
通
っ
て
、
同
日
中
に
深

川
八
幡
に
到
着
す
る
と
い
う
案
内
で
あ
る
。
江
戸
入
り
の
日
程
が
五
日
早
ま
っ
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
は
講
印
が

一
九
み
ら
れ
る
。
半
田
稲
荷
社
の
講
中
が
、
こ
の
時
に
は
少
な
く
と
も
江
戸
に
一
九

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
裏
面
に
は
、半
田
稲
荷
社
の
略
縁
起
で
あ
る「
半

田
宮
利
生
略
記
」
が
彫

ら
れ
て
お
り
、
年
次
が

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

お
そ
ら
く
江
戸
出
開
帳

に
参
詣
す
る
江
戸
市
民

へ
頒
布
す
る
た
め
に
作

製
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
千
住
宿
出
立

の
日
時
が
早
ま
っ
た
り

は
し
た
が
、
半
田
稲
荷

社
で
は
、
江
戸
の
講
中

と
協
力
し
な
が
ら
、
用

意
周
到
に
準
備
を
進
め

て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
開
帳
時
の
具
体
的

な
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
史
料
は
残
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
半
田

稲
荷
社
は
、
こ
の
天
保

七
年
の
江
戸
出
開
帳

で
、
社
殿
の
再
建
を
す

る
に
十
分
な
収
入
を
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
八
年
後
の
天
保
一
五

年
（
一
八
四
四
）
三
月

の
「
勧
募
趣
意
書
」
が

表5　半田稲荷神社所蔵の板木

注）加藤貴「半田稲荷江戸出開帳関係史料」（『葛飾区文化財専門調査報告書　半田稲荷神社の歴史と文化財』葛飾区教育委員会  （00（年（月）による。

№ 名　　　　　　　称 年　　　　次 数量 作　　製　　者 備　　　　　　考
（ （表）（江戸出開帳の案内）

（裏）（江戸出開帳の案内），御供米
天保 （ 年（（（（（）（ 月
天保 （ 年（（（（（）（ 月

（ 枚 （ 面 別当三宝院・世話人中
半田社世話人

（法量）（（.（×（（.0×（.（cm

（ （表）半田宮利生略記
（裏）舌代（江戸出開帳の案内）

天保 （ 年（（（（（）ヵ （ 枚 （ 面 別当三宝院 （法量）（（.（×（（.（×（.（cm

（ 半田社略縁起 弘化 （ 年（（（（（）正月 （ 枚 （ 面 日照山三宝院 （法量）（（.（×（（.（×（.（cm
（墨書）今般本社拝殿依再建令彫刻者也

（ 半田稲荷本社拝殿再建志願記 弘化 （ 年（（（（（）正月 （ 枚 （ 面 三宝院別当・世話人 （法量）（（.（×（（.（×（.0cm
（墨書）今般本社拝殿依再建令彫刻者也

（ 正一位半田稲荷大明神御祈祷月護摩供牘 嘉永 （ 年（（（（0）（ 月吉日 （ 枚 （ 面 日照山三宝院，願主小堀姓 （法量）（0.（×（（.（×（.0cm
（ （表）正一位半田稲荷大明神御祈祷護摩供札

（裏）半田稲荷神社御祈祷札
不詳 （ 枚 （ 面 日照山三宝院 （法量）（0.（×（（.（×（.0cm

（ （表）疱瘡御守，猿田彦太神，開運御守
（裏）御守祓

不詳 （ 枚 （ 面 （法量）（.（×（（.（×（.（cm

（ 御神体（荼枳尼天像） 不詳 （ 枚 （ 面 （法量）（（.（×（（.（×（.（cm
（墨書）奉刻早川徳兵衛

（ 御神体（荼枳尼天像） 不詳 （ 枚 （ 面 （法量）（（.（×（（.0×（.（cm
（0 覚（請取書） 元治 （ 年（（（（（）正月 （ 枚 （ 面 半田社 （法量）（（.（×（（.（×（.（cm

（墨書）元治二丑年正月　恵潤代
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残
さ
れ
て
お
り
、「
星
霜
押
移
及
大
破
ニ
、
御
神
慮
も
恐
入
候
間
、
何
卒
再
建
仕
度

志
願
ニ
候
得
共
、元
よ
り
薄
禄
之
寺
院
ニ
て
、難
及
自
力
ニ
、依
之
御
信
心
之
御
方
々
、

物
之
多
少
ニ
不
限
、
御
寄
進
之
程
所
希
寄
」
と
い
う
よ
う
に
、
社
殿
の
再
建
費
用
を

自
力
で
は
調
達
で
き
な
い
の
で
、
信
心
の
方
か
ら
の
寄
付
を
募
る
旨
の
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
る
（
11
（

。
こ
の
勧
化
で
集
め
ら
れ
た
募
金
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
社
殿
の
再
建

が
可
能
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
半
田
稲
荷
社
の
略
縁
起
の
板
木
で
あ
る
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
正
月
の
「
半
田
稲
荷
本
社
拝
殿
再
建
志
願
記
」
と
「
半
田
社
略
縁
起
」

に
は
、「
今
般
本
社
拝
殿
依
再
建
令
彫
刻
者
也
」
と
い
う
墨
書
が
あ
り
（
表
（
参
照
）、

弘
化
二
年
に
な
っ
て
社
殿
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
半
田
稲
荷
社
は
、
江
戸
出
開
帳
で
は
期
待
し
た
金
額
を
得
る
こ
と

が
で
き
ず
、な
ん
と
か
勧
募
に
よ
っ
て
社
殿
再
建
の
費
用
を
調
達
で
き
た
の
で
あ
る
。

江
戸
市
民
か
ら
疱
瘡
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
半
田
稲
荷
社
で
は
あ
っ
た
が
、
経
済

的
基
盤
は
、
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
半
田
稲
荷
社
は
、
経
済
的
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
尾
張
徳
川
家
へ
接
近

を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
文
化
一
四
年
（
一
八
〇
七
）

六
月
に
半
田
稲
荷
社
へ
参
詣
し
た
村
尾
正
靖
は
、「
尾
紀
両
藩
の
士
、
其
外
諸
侯
の

家
士
、
江
戸
の
町
々
、
品
川
辺
の
も
の
ま
で
」
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
る
と
し
、
尾
張
・

紀
州
両
徳
川
家
の
家
臣
や
諸
大
名
の
家
臣
な
ど
か
ら
も
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
弘
化
三
年
九
月
に
、
半
田
稲
荷
社
の
別
当
三
宝
院
か
ら
尾
張
徳
川

家
へ
、
武
運
長
久
・
疱
瘡
安
泰
の
祈
祷
修
行
を
実
施
し
、
御
守
札
を
献
上
し
た
い
と

願
い
出
た
。
一
〇
月
四
日
に
市
谷
藩
邸
で
、
三
宝
院
へ
、
藩
主
慶
臧
と
利
姫
・
釧
姫
・

昌
丸
の
疱
瘡
安
全
の
た
め
、
毎
年
一
度
づ
つ
祈
祷
修
行
を
行
う
こ
と
、
右
の
各
人
が

疱
瘡
を
済
ま
せ
る
ま
で
祈
祷
を
行
い
、
御
守
札
を
献
上
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
半
田
稲
荷
社
は
、
尾
張
徳
川
家
か
ら
も
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
三
月
に
は
、
藩
主
慶
臧
が
疱
瘡
に
罹
患

し
た
た
め
、
尾
張
徳
川
家
か
ら
の
要
請
で
、
安
全
の
祈
祷
が
半
田
稲
荷
社
で
行
わ
れ
、

祈
祷
の
証
と
し
て
御
守
札
が
献
上
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
尾
張
徳
川

家
と
関
係
が
で
き
て
も
、
半
田
稲
荷
社
の
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
（
11
（

。

　
な
お
、
こ
う
し
た
尾
張
徳
川
家
か
ら
の
信
仰
を
得
た
こ
と
が
、
さ
ら
に
御
三
卿
田

安
家
か
ら
の
信
仰
を
得
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
五
月
二
一
日
に
、
田
安
慶
頼
が
、
半
田
稲
荷
社
へ
立
ち
寄
り
、
神
前

に
参
拝
し
て
い
る
（
11
（

。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
江
戸
市
民
と
半
田
稲
荷
社
と
の
か
か
わ
り
を
み
て
き
た
。
江
戸
か
ら
四

里
と
、
日
帰
り
す
る
に
は
距
離
の
あ
る
金
町
村
に
所
在
し
た
半
田
稲
荷
社
へ
、
江
戸

市
民
が
参
詣
し
た
の
は
、
当
時
は
対
症
療
法
し
か
な
く
、
し
か
も
罹
患
し
た
子
供
が

高
い
比
率
で
死
亡
し
た
疱
瘡
に
、
大
き
な
利
益
を
与
え
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
半
田
稲
荷
社
の
利
益
を
、
江
戸
市
中
で
宣
伝
し
て
回
っ
た
の
が
願
人
で

あ
る
。
半
田
稲
荷
の
願
人
は
、
板
東
三
津
五
郎
が
歌
舞
伎
の
舞
台
で
踊
っ
て
み
せ
た

図4　天保7年（（（（（）江戸開帳案内ビラ
　　  注）半田稲荷神社所蔵の板木による



82

国立歴史民俗博物館研究報告
第 155集　2010年 3月

こ
と
で
、
さ
ら
に
江
戸
市
民
に
周
知
さ
れ
て
も
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
江
戸
市
民
か
ら
の
信
仰
を
集
め
、
多
く
の
参
詣
者
が
あ
っ
た
も
の
の
、

そ
の
割
に
は
、
半
田
稲
荷
社
や
金
町
村
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
も

の
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
く
江
戸
市
民
か
ら
信
仰
を
集
め
た
王
子
稲
荷
社

と
王
子
村
に
は
、
数
多
く
の
参
詣
者
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
大
き
な
潤
い
が
も
た
ら
さ

れ
た
と
い
う
。

　
江
戸
か
ら
の
距
離
が
、
王
子
稲
荷
社
は
二
里
半
、
半
田
稲
荷
社
は
四
里
と
、
さ
し

た
る
違
い
の
よ
う
に
も
み
え
な
い
が
、
江
戸
市
民
に
と
っ
て
は
こ
の
一
里
半
の
違
い

が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
王
子
は
、
荒
川
沿
岸
の
低
地
部
と
武
蔵
野

台
地
、
あ
る
い
は
荒
川
へ
流
れ
込
む
石
神
井
川
が
生
み
出
し
た
渓
谷
な
ど
、
変
化
に

富
ん
だ
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
一
方
で
は
、
王
子
権
現
社
・
王
子
稲
荷
社
・
金
輪

寺
と
い
う
、
強
力
な
利
益
を
保
障
し
て
く
れ
る
寺
社
も
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
王
子
は
、
春
に
は
王
子
稲
荷
の
初
午
や
飛
鳥
山
の
花
見
、
夏
に
は
王
子
権
現

の
祭
礼
や
石
神
井
川
沿
岸
の
滝
浴
み
、
秋
に
は
石
神
井
川
沿
岸
の
滝
野
川
の
紅
葉
狩

り
や
虫
聞
き
、
冬
に
は
雪
見
と
い
う
よ
う
に
、
四
季
を
通
じ
た
行
楽
地
と
し
て
、
多

く
の
江
戸
市
民
を
集
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
11
（

。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
半
田
稲
荷
社
が
疱
瘡
除
の
強
力
な
利
益
を
与
え
て
く
れ
て
も
、

そ
れ
以
外
に
は
、
近
隣
に
江
戸
市
民
を
魅
き
つ
け
る
よ
う
な
寺
社
は
存
在
し
て
い
な

い
。
柴
又
の
帝
釈
天
で
知
ら
れ
る
柴
又
村
の
題
経
寺
へ
足
を
延
ば
す
に
は
、
日
帰
り

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
金
町
村
周
辺
の
田
園
風
景
や
江
戸
川
沿
い
の
眺
望
は
す

ば
ら
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
江
戸
市
民
を
魅
き
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
開
帳
も
、
王
子
稲
荷
社
は
居
開
帳
、
半
田
稲
荷
社
は
江
戸

出
開
帳
で
あ
っ
た
。

　
王
子
稲
荷
社
と
半
田
稲
荷
社
の
違
い
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
江
戸
市
民
の
名
所
を

め
ぐ
る
日
帰
り
行
楽
行
動
の
範
囲
が
、
日
本
橋
を
中
心
に
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
な
お
か
つ
江
戸
市
民
が
半
田
稲
荷
社
に
参
詣
し
た
の
は
、繰
り
返
し
に
な
る
が
、

疱
瘡
除
の
強
力
な
利
益
を
約
束
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
、
明
治
時
代
に
は
全
国
で
一
万
人
を
超
え
る
死
者
を
出
す
大
流
行
が
三
度

あ
っ
た
が
、
種
痘
が
普
及
し
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
天
然
痘
が
姿
を
消
し
て
い
き
、

日
本
で
は
一
九
五
二
年
以
降
は
死
者
数
が
ゼ
ロ
と
な
り
、
一
九
五
六
年
以
降
は
患
者

数
も
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
っ
た
（
11
（

。
そ
し
て
、
半
田
稲
荷
神
社
は
疱
瘡
神
と
し
て
の
役
割

を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
半
田
稲
荷
神
社
が
、
氏
子

域
に
限
ら
ず
、
個
人
や
講
中
か
ら
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
途

に
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
含
め
て
、
半
田
稲
荷
社
に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
事
項
は
数
多

く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
今
後
の
調
査
を
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。

（
（
）　
加
藤
貴
「
江
戸
名
所
案
内
の
成
立
」（
瀧
澤
武
雄
編
『
中
近
世
の
史
料
と
方
法
』　
東
京
堂
出

版
　
一
九
九
一
年
一
〇
月
）。

（
（
）　
加
藤
貴
「
江
戸
の
名
所
・
王
子
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
六
〇
集
　

一
九
九
五
年
三
月
）

（
（
）　
白
井
哲
哉
解
説
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
葛
飾
郡
三
卷
　
文
献
出
版
　
二
〇
〇
〇
年
三
月

　
五
頁
。
な
お
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
以
降
に
成
稿
し
た
大
橋
方
長
「
武
蔵
演
路
」
に
は

「
江
戸
よ
り
金
町
新
田
村
三
り
半
」
と
あ
り
（『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
編
一
〇
近
世
一
地
誌
　

埼
玉
県
　
一
九
七
九
年
一
二
月
　
六
八
七
頁
）、
晩
嶠
陳
人
編
「
四
神
社
閣
記
」
に
は
「
江
戸

よ
り
三
里
廿
町
有
」（
長
澤
規
矩
也
編
『
江
戸
地
誌
叢
書
』
巻
四
　
有
峰
書
房
　
一
九
七
六
年

八
月
　
二
三
六
頁
）
と
あ
り
、
諸
書
に
よ
り
江
戸
か
ら
の
距
離
に
多
少
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。

（
（
）　
川
村
純
一
『
病
い
の
克
服
　
日
本
痘
瘡
史
』　
思
文
閣
出
版
　
一
九
九
九
年
五
月

（
（
）　
立
川
昭
二
『
近
世
病
草
紙
　
江
戸
時
代
の
病
気
と
医
療
』　
平
凡
社
　
一
九
七
九
年
二
月
　

一
二
四
～
一
二
九
頁
、
Ｏ
・
Ｈ
・
ロ
ー
テ
ル
ム
ン
ド
『
疱
瘡
神
　
江
戸
時
代
の
病
を
め
ぐ
る
民

間
信
仰
の
研
究
』　
岩
波
書
店
　
一
九
九
五
年
三
月
　
一
五
～
一
八
頁
な
ど
。

（
（
）　
前
掲
ロ
ー
テ
ル
ム
ン
ド
『
疱
瘡
神
』　
三
六
～
四
〇
頁
、
川
村
純
一
『
文
学
に
見
る
痘
瘡
』　

思
文
閣
出
版
　
二
〇
〇
六
年
一
一
月
　
一
三
五
～
一
三
七
頁
。

（
（
）　
関
根
邦
之
助
「
疱
瘡
神
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
三
〇
一
号
　
一
九
七
三
年
六
月
）。

（
（
）　
前
掲
加
藤
「
江
戸
名
所
案
内
の
成
立
」。

（
（
）　
前
掲
白
井
解
説
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
葛
飾
郡
三
卷
　
三
五
頁
。

（
（0
）　『
葛
飾
区
寺
院
調
査
報
告
』
下
（
東
京
都
葛
飾
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
一
九
八
〇
年

註
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三
月
　
三
八
～
四
一
頁
）、『
柴
又
帝
釈
天
縁
起
』（
題
経
寺
発
行
）。

（
（（
）　『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
編
一
〇
近
世
一
地
誌
　
埼
玉
県
　
一
九
七
九
年
一
二
月
　
六
八
七

頁
。

（
（（
）　
前
掲
白
井
解
説
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
葛
飾
郡
三
卷
　
二
五
～
二
七
頁
。

（
（（
）　
白
井
哲
哉
解
説
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
葛
飾
郡
四
卷
　
文
献
出
版
　
二
〇
〇
〇
年
五
月

　
二
七
七
～
二
七
九
頁
。

（
（（
）　『
葛
飾
区
文
化
財
専
門
調
査
報
告
書
　
半
田
稲
荷
神
社
の
歴
史
と
文
化
財
』
葛
飾
区
教
育
委

員
会
　
二
〇
〇
七
年
三
月
　
三
五
頁
。

（
（（
）　
同
右
書
　
三
四
頁
。

（
（（
）　
同
右
書
　
三
二
～
三
三
頁
。

（
（（
）　
前
掲
長
澤
編
『
江
戸
地
誌
叢
書
』
巻
四
　
有
峰
書
店
　
一
九
七
六
年
八
月
　
二
三
七
頁
。

（
（（
）　
前
掲
『
半
田
稲
荷
神
社
の
歴
史
と
文
化
財
』
三
五
頁
。

（
（（
）　
右
同
書
　
八
四
頁
。

（
（0
）　
右
同
書
　
三
四
頁
。

（
（（
）　
右
同
書
　
三
五
～
三
六
頁
。

（（（

）　
太
平
書
屋
編
『
江
都
近
郊
名
勝
一
覧
』
同
刊
　
一
九
八
七
年
六
月
　
五
二
頁
。

（
（（
）　
朝
倉
治
彦
校
注
『
東
都
歳
事
記
』
（
～
（
　
平
凡
社
　
一
九
七
〇
年
三
月
～
一
九
七
二
年

一
一
月

（
（（
）　「
神
社
明
細
簿
」
人
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
（（
）　「
神
社
明
細
帳
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
（（
）　
花
咲
一
男
編
『
再
板
増
補
　
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』　
渡
辺
書
店
　
一
九
七
三
年
九
月
　

五
八
・
二
三
五
頁
。

（
（（
）　『
葛
西
志
』　
国
書
刊
行
会
　
一
九
七
一
年
八
月
　
三
～
一
六
頁
。

（
（（
）　
金
子
光
晴
校
訂
『
増
訂
武
江
年
表
』
（
　
平
凡
社
東
洋
文
庫
　
一
九
六
八
年
六
月
　
一
三
七

頁
。

（
（（
）　『
類
聚
近
世
風
俗
志
』　
魚
住
書
店
　
一
九
二
八
年
七
月
　
六
八
五
頁
。

（
（0
）　『
増
補
葛
飾
区
史
』
上
巻
　
東
京
都
葛
飾
区
　
一
九
八
五
年
三
月
　
九
〇
一
頁
。

（
（（
）（
（（
）　
森
朋
久
「
半
田
稲
荷
神
社
境
内
石
造
物
の
特
徴
」（
前
掲
『
半
田
稲
荷
神
社
の
歴
史
と

文
化
財
』）。

（
（（
）　
豊
田
和
平
「
半
田
稲
荷
神
社
の
講
」（
右
同
書
）。

（
（（
）　
西
海
賢
二
『
江
戸
の
漂
泊
聖
た
ち
』　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
七
年
六
月
　
一
六
七
～

一
七
五
頁
。

（
（（
）　
石
川
謙
編
『
日
本
教
科
書
大
系
』
往
来
編 

第
一
〇
巻 

地
理
（
二
）　
講
談
社
　
一
九
六
七

年
二
月
　
一
九
一
頁
。

（
（（
）　『
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
房
総
叢
書
』
第
八
巻
紀
行
及
日
記
　
房
総
叢
書
刊
行
会
　

一
九
四
二
年
五
月
。

（
（（
）　
朝
倉
治
彦
編
注
『
江
戸
近
郊
道
し
る
べ
』　
平
凡
社
　
一
九
八
五
年
八
月
　
二
三
七
～

二
四
五
頁
。

（
（（
）　『
江
戸
叢
書
』
巻
の
四
　
名
著
刊
行
会
　
一
九
六
四
年
九
月
。

（
（（
）　
前
掲
『
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
房
総
叢
書
』
第
八
巻
紀
行
及
日
記
　
一
九
一
～
二
〇
一
頁
。

（
（0
）　
前
掲
『
江
戸
叢
書
』
巻
の
四
　
二
五
〇
～
二
五
一
頁
。

（
（（
）　
右
同
書
　
二
五
五
～
二
五
六
頁
。

（
（（
）　『
江
戸
叢
書
』
巻
の
六
　
名
著
刊
行
会
　
一
九
六
四
年
九
月
　
四
〇
頁
。

（
（（
）　
右
同
書
　
四
一
頁
。

（
（（
）　
右
同
書
　
九
三
頁
。

（
（（
）　
江
戸
双
書
刊
行
会
編
『
江
戸
叢
書
』
巻
の
七
　
名
著
刊
行
会
　
一
九
六
四
年
九
月
　
三
六
〇

頁
。

（
（（
）　
江
戸
市
民
に
よ
る
西
葛
西
地
域
の
名
所
に
つ
い
て
は
、
加
藤
貴
「
江
戸
と
葛
飾
」（
か
つ
し

か
の
道
調
査
団
編
『
葛
飾
区
文
化
財
専
門
調
査
報
告
書
（
　
葛
飾
の
道
総
合
調
査
報
告
書
』　

葛
飾
区
教
育
委
員
会
　
一
九
九
三
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
（（
）　
吉
田
伸
之
「
江
戸
の
願
人
と
都
市
社
会
」（
塚
田
孝
・
吉
田
伸
之
・
脇
田
修
編
『
身
分
的
周
縁
』

　
部
落
問
題
研
究
所
　
一
九
九
四
年
五
月
）。

（
（（
）　
南
和
男
『
江
戸
の
社
会
構
造
』　
塙
書
房
　
一
九
六
九
年
七
月
。
な
お
、
願
人
に
つ
い
て

は
、
鈴
木
明
子
「
願
人
の
一
考
察
─
願
人
の
発
生
に
関
し
て
─
」　（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』

三
二
集
文
学
研
究
科
（
国
文
学
・
英
文
学
・
日
本
史
学
・
教
育
学
）　
一
九
九
六
年
二
月
）、
同

「
近
世
に
お
け
る
願
人
の
発
生
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
〇
五
号
　
一
九
九
六
年
二
月
）、
同
「
願

人
の
職
分
」　（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
三
集
文
学
研
究
科
（
国
文
学
・
英
文
学
・
日
本
史

学
・
教
育
学
）　
一
九
九
七
年
二
月
）、
同「
近
世
願
人
史
料（
一
）」　（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』

三
四
集
文
学
研
究
科（
国
文
学
・
英
文
学
・
日
本
史
学
・
教
育
学
）　
一
九
九
八
年
二
月
）、
同「
近

世
願
人
史
料
（
二
）」　（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
五
集
文
学
研
究
科
（
国
文
学
・
英
文
学
・

日
本
史
学
・
教
育
学
）　
一
九
九
九
年
二
月
）、
同
「
近
世
願
人
史
料
（
三
）」　（『
東
洋
大
学
大

学
院
紀
要
』
三
六
集
文
学
研
究
科
（
国
文
学
・
英
文
学
・
日
本
史
学
・
教
育
学
）　
二
〇
〇
〇
年

二
月
）、
同
「
近
世
願
人
史
料
（
四
）」　（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
七
集
文
学
研
究
科
（
国

文
学
）　
二
〇
〇
一
年
二
月
）、
同
「
続
願
人
の
職
分
」（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
八
集
文

学
研
究
科
（
国
文
学
）　
二
〇
〇
二
年
二
月
）
も
参
考
に
し
た
。

（
（（
）　「
成
田
の
道
の
記
」（
前
掲
『
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
房
総
叢
書
』
第
八
巻
紀
行
及
日
記
　

一
七
七
頁
）。

（
（0
）　
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
五
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
六
〇
年
六
月
　
五
一
四
～
五
一
五

頁
。

（
（（
）　
中
内
蝶
二
・
田
村
西
男
編
『
日
本
音
曲
全
集
　
続
長
唄
全
集
』　
日
本
音
曲
全
集
刊
行
会
　

一
九
二
八
年
八
月
　
六
四
～
六
六
頁
。

（
（（
）　
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
五
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
六
〇
年
六
月
　
五
三
五
～
五
四
一
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頁
、
坪
内
逍
遙
・
渥
美
清
太
郎
編
『
大
南
北
全
集
』
第
六
巻
　
春
陽
堂
　
一
九
二
六
年
二
月
　

二
八
二
～
二
八
四
頁
。

（
（（
）　
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
六
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
六
一
年
四
月
　
二
二
頁
、
廣
末
保

編
著
『
歌
舞
伎
・
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
』
（
桜
姫
東
文
章
　
白
水
社
　
一
九
九
〇
年
七
月
　
二
四
四

～
二
四
五
頁
。

（
（（
）　
前
掲
『
江
戸
叢
書
』
巻
の
四
　
二
五
四
頁
。

（
（（
）　『
新
燕
石
十
種
』
第
四
巻
　
中
央
公
論
社
　
一
九
八
一
年
六
月
　
二
三
七
頁
。

（
（（
）　
宇
佐
美
英
機
校
訂
『
近
世
風
俗
志
』
一
　
岩
波
書
店
　
一
九
九
六
年
五
月
　
三
二
五
頁
。

（
（（
）　『
続
燕
石
十
種
』
第
二
巻
　
中
央
公
論
社  

一
九
八
〇
年
七
月
　
一
四
四
頁
。

（
（（
）　
前
掲
ロ
ー
テ
ル
ム
ン
ド
『
疱
瘡
神
』
五
四
～
五
七
頁
、
川
村
純
一
『
病
い
の
克
服
』　
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Famous places for Edo citizens were places that promised "long-lasting energy" through interaction with 

nature and communion with the gods. Edo citizens started developing a wide range of excursion activities to 

famous places from the 18th century onwards, and various new sights were established in the suburbs of Edo. 

Most were within an approximate radius of two and a half ri (approx. 10 kilometers) from Nihonbashi. However, 

the Handa-inari-jinja shrine studied in this article was located in Katsushika-gun Higashikasai-ryo Kanamachi-

mura; a distance of four ri from Edo, and a day trip was not impossible. Edo citizens made the short trip to the 

Handa-inari-jinja shrine because the benefits it promised were more than worth the trouble. While medical 

science at the time involved only symptomatic therapy, the shrine promised to cure smallpox, which was often 

fatal at the time if contracted

Such relationship between the Handa-inari-jinja shrine and Edo citizens is observed from the existence of 

religious subjects, worshipping agencies, exhibiting a Buddhist image in Edo, etc. Because the worshipping 

agencies extolled the benefit of curing smallpox at the Handa-inari-jinja shrine in Edo, and Bando Mitsugoro 

danced on the Kabuki stage, the existence of the shrine was publicized further to Edo citizens. However, while the 

shrine was worshipped by Edo citizens and attracted many visitors, this still did not bring much prosperity to the 

Handa-inari-jinja shrine and Kanamachi-mura. This is the major difference from the Oji-inari-jinja shrine and Oji-

mura that were also worshipped by Edo citizens.

The Oji-inari-jinja shrine was two and a half ri and the Handa-inari-jinja shrine was four ri from Edo. The 

difference of just one and a half ri seems small but may have been significant for Edo citizens. While the Oji-inari-

jinja shrine attracted a number of Edo citizens as an all-seasons resort, it seems that the Handa-inari-jinja shrine 

could not do so on a steady basis, even given the strong benefit of curing smallpox. The difference between 

the Oji-inari-jinja shrine and the Handa-inari-jinja shrine leads us to conclude that Edo citizens made one-day 

excursions to famous places within the range of 10 kilometers around Nihonbashi. Despite the above, Edo citizens 

still visited the Handa-inari-jinja shrine because of its promise to cure smallpox.

Key words: Catipal city Edo, in the suburbs of Edo make a day's trip, smallpox, worshipping agency, Handa-inari-

jinja shrine
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